
く
、
，

立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
晋
）

二
四
（
二
七
八
）

封
建
体
制
崩
壊
に
ー
関
す
ろ
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畿
内
在
郷
商
人
の
存
在
形
態
を
中
心
に

足
　
　
立

政
　
　
男

は

し

が

き

　
そ
の
初
期
は
名
も
な
い
平
百
姓
か
ら
転
化
し
て
半
農
半
商
的

な
薬
種
商
人
に
な
り
（
ニ
ハ
七
三
年
、
延
宝
年
間
）
、
更
に
発
展
転

化
し
て
、
近
郷
は
勿
論
、
摂
泉
の
国
六
を
は
じ
め
、
京
阪
両
都

に
ま
で
も
そ
の
経
済
的
支
配
力
を
浸
透
せ
し
め
、
遂
に
城
州
切

っ
て
の
在
郷
商
人
と
し
て
君
臨
す
る
に
至
っ
た
「
油
屋
弥
兵

衛
」
の
高
利
貸
資
本
（
立
命
館
経
済
学
第
一
巻
第
五
、
六
号
）
及
び

延
宝
年
代
よ
り
天
明
、
寛
政
年
間
に
至
る
ま
で
の
商
業
経
営
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
発
表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
同
上
、
第
二

巻
第
一
号
）
、
更
に
本
稿
に
お
い
て
は
、
文
化
以
降
幕
末
期
に

お
け
る
彼
の
商
業
経
営
及
び
活
躍
が
如
何
に
盛
大
で
あ
り
旦
つ

巧
妙
で
あ
っ
た
か
、
叉
彼
が
如
何
に
企
業
糖
神
に
燃
え
、
着
実

．
な
手
段
で
も
っ
て
一
大
富
豪
と
し
て
の
地
位
を
築
く
に
至
っ
た

か
を
実
証
す
る
と
共
に
一
方
に
お
け
る
彼
の
急
速
な
る
豪
商
化
、

彼
の
領
主
を
も
凌
ぐ
と
い
っ
た
経
済
的
支
配
力
の
伸
膨
は
、
他

方
に
お
け
る
土
地
、
家
財
の
喪
失
、
本
百
姓
の
没
落
、
小
作
人

化
と
い
っ
た
憐
む
べ
き
窮
乏
農
民
層
を
加
速
度
的
に
形
成
し
、

遂
に
は
、
商
業
・
高
利
貸
資
本
の
前
に
封
建
杜
会
維
持
の
鉄
則

と
も
い
う
べ
き
身
分
制
度
、
封
建
的
支
配
体
制
を
混
乱
せ
し
め

た
の
み
な
ら
ず
、
ひ
い
て
は
幕
藩
体
制
全
般
を
根
抵
か
ら
動
揺

せ
し
め
る
役
割
を
も
持
っ
て
い
た
事
実
に
つ
い
て
究
明
し
た
い
。



　
更
に
今
一
つ
幕
末
に
お
け
る
在
郷
商
人
、
殊
に
畿
内
に
お
け

る
在
郷
商
人
が
、
そ
の
畿
内
的
な
超
藩
的
、
反
封
鎖
径
済
的
特

徴
を
遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
封
建
杜
会
の
解
体

及
び
明
治
維
新
変
革
へ
の
基
底
が
強
力
に
醸
成
さ
れ
、
明
治
維

薪
が
必
然
的
に
招
来
さ
れ
る
と
い
っ
た
過
程
に
つ
い
て
も
明
ら

か
に
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

高
利
貸
商
人
と
し
て

　
↑
○
　
幕
末
前
期
（
魏
紋
舳
）
に
お
け
る
高
利
貸
経
営

　
油
屋
弥
兵
衛
の
先
祖
で
あ
る
二
代
渚
兵
衛
が
領
主
永
井
日
向

守
に
援
助
さ
れ
、
零
細
な
小
前
百
姓
に
見
切
り
を
つ
け
、
酉
国

街
道
筋
の
町
方
に
移
転
し
て
、
薬
種
商
を
開
業
し
て
（
一
六
七
三

年
頃
）
以
来
約
三
十
年
を
経
て
、
文
化
、
文
政
、
天
保
年
代
の

家
運
全
盛
時
代
を
迎
え
る
わ
け
で
あ
る
が
、
沖
屋
弥
兵
衛
が
幕

末
に
お
け
る
畿
内
在
郷
商
人
と
し
て
、
近
郷
切
っ
て
の
勢
力
を

も
ち
、
幕
藩
体
制
解
体
へ
の
影
響
力
を
多
少
と
も
持
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
所
以
は
、
彼
が
先
祖
以
来
累
積
さ
れ
来
っ
た
商

業
・
高
利
貸
資
本
を
盛
ん
に
活
用
し
、
蓄
積
し
、
遂
に
ン
、
の
経

　
　
建
封
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

済
的
支
配
力
を
も
っ
て
、
近
郷
に
お
け
る
封
建
的
身
分
制
度
を

動
揺
せ
し
め
、
こ
れ
を
弛
緩
し
、
解
体
せ
し
め
る
と
い
っ
た
存

在
彩
態
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し

て
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
実
状
を
物
語
る
資
料
と
し
て
、
文
化
、

文
政
、
天
保
の
四
十
年
間
に
、
高
利
貸
付
証
文
が
合
計
百
三
十

通
も
あ
り
、
全
時
代
を
通
じ
て
貸
付
証
文
総
計
二
百
五
十
四
通

の
う
ち
、
約
半
数
余
り
の
証
文
が
此
の
時
代
に
属
し
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
１
、
そ
し
て
貸
付
先
も
近
郷
二
十

ケ
町
村
の
農
氏
を
中
心
に
、
京
阪
両
都
の
商
人
及
び
武
士
階
級
、

寺
杜
、
領
主
層
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
、
尚
詳
細
は
立

命
館
経
済
学
第
一
巻
第
五
、
六
号
「
近
世
畿
内
在
郷
商
人
の
高

利
貸
資
本
に
つ
い
て
」
（
三
四
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
更
に
注
目
す
べ
き
事
実
は
、
貸
付
の
質
物
と
し
て
、
田
畑
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
○

家
・
屋
敷
、
菜
種
、
米
等
以
外
に
家
督
と
い
う
も
の
が
現
わ
れ

て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
封
建
杜
会
に
お
い
て
も
最
も
重

要
視
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
相
続
す
べ
き
家
の
跡
目
を
質
物
と
す
る

の
ノ
し
あ
る
か
ら
、
彼
が
如
何
に
大
事
を
踏
み
、
酷
虐
手
段
で
金

を
貸
し
た
か
、
叉
借
主
に
し
て
も
返
済
不
可
能
の
場
合
に
は
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
二
七
九
）

■



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

財
産
残
ら
ず
没
収
さ
れ
、
絶
家
没
落
の
運
命
に
お
か
れ
る
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
全
く
命
が
け
の
悲
壮
な
気
持
で
借
金
し
た
に
相

違
な
い
。
恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
貸
借
関
係
の
た
め
、
家
を
潰
し

妻
子
を
売
り
、
行
方
知
れ
な
ぐ
な
っ
た
農
民
も
少
く
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
と
同
時
に
、
油
屋
弥
兵
衛
の
財
富
の
集
中
、
蓄

積
、
発
展
の
過
程
を
委
さ
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
「
色
六
の
変
に
逢
う
て
は
や
や
も
す
れ
ば
身
帯
を
潰
し
、
妻

子
を
売
る
の
輩
、
年
六
其
隈
り
な
し
」
　
（
民
間
省
要
）
と
か
、

「
富
者
は
益
六
富
、
貧
者
は
益
六
貧
に
、
膏
腰
の
地
悉
く
富
豪

の
た
め
に
吸
と
ら
れ
」
（
藤
田
幽
谷
「
勧
農
或
間
」
）
と
か
当
時
の

先
覚
者
は
種
六
述
べ
て
い
る
が
、
全
く
ン
、
の
通
り
で
貨
幣
経
済

の
進
展
と
農
村
経
済
の
変
化
、
し
か
も
そ
の
窮
乏
化
が
深
ま
る

に
つ
れ
、
必
然
的
に
浸
透
し
て
行
く
高
利
貸
資
本
に
よ
る
窮
乏

農
氏
の
土
地
の
喪
失
、
小
作
人
化
、
没
藩
絶
家
と
い
っ
た
あ
わ

れ
な
実
借
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
更
に
他
方

に
お
け
る
富
裕
な
る
も
の
の
土
地
兼
併
、
寄
生
地
主
の
彩
成
と

も
い
う
べ
き
富
豪
化
へ
の
過
程
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

る
、
即
ち
高
利
貸
資
本
に
よ
っ
て
、
財
産
上
に
お
け
る
貧
富
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
二
八
Ｏ
）

懸
隔
、
農
氏
分
化
の
現
象
が
必
然
的
に
進
歩
す
る
姿
は
、
一
方

に
お
け
る
寄
生
地
主
の
彩
成
と
、
他
方
に
お
け
る
債
務
奴
隷
的

な
農
民
層
を
発
生
せ
し
め
、
直
接
生
産
者
か
ら
生
産
手
段
を
う

ば
い
、
封
建
的
支
配
体
制
を
根
低
か
ら
こ
わ
し
て
し
ま
う
過
程

を
星
す
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
幕
藩
体
制
は
一
在
郷
商
人
の
手
に
よ
っ
て
、
即
ち

在
郷
商
人
の
貨
幣
経
済
力
に
よ
る
、
農
異
の
変
質
、
農
村
の
動

揺
、
封
建
的
支
配
関
係
の
破
壊
現
象
の
発
生
に
よ
っ
て
、
一
歩

一
歩
崩
壊
へ
と
近
ず
い
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
今
、
文
化
年
間
に
お
け
る
家
督
及
び
家
・
屋
敷
の
類
を
担
保

物
件
に
し
・
／
こ
借
用
証
文
を
一
覧
表
に
し
て
検
討
を
加
え
る
と
次

頁
の
如
く
で
あ
る
。

　
尚
こ
れ
に
関
す
る
借
用
証
文
の
一
例
を
あ
げ
る
と

　
　
　
　
借
用
申
銀
子
之
事

　
一
合
銀
壱
貫
弐
百
五
拾
目
也
　
但
し
利
息
月
一
割

　
　
右
之
銀
子
今
度
無
拠
要
用
に
付
借
用
申
処
実
正
明
白
也
然
上
返
済

　
之
義
者
何
時
二
而
も
其
許
御
入
用
次
第
返
済
可
申
候
万
一
銀
子
調
達

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
■
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
不
仕
候
は
ば
家
督
田
畑
売
払
早
凍
元
利
共
返
弁
可
申
候
為
後
証
之
借

　
用
証
文
価
而
如
件
　
　
　
　
　
　
古
市
村

　
　
文
政
八
年
酉
極
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
半
　
　
兵
　
　
衛
＠

　
　
　
滴
雇
弥
兵
衛
殿

、

●



、
ギ
　
代
一
質

物

丈
化
七
年

同
右
文
化
九
年

文
化
十
年

同
右
同
右

文
化
十
一
年

同
右

文
化
十
二
年

丈
化
十
四
年

家
、
屋
敷

同
　
　
右

家
　
　
督

家
　
　
督

家
、
屋
敷

同
　
　
右

家
　
　
督

家
、
屋
敷

家
　
　
督

同
　
　
右

内

碓
一
■

銀
百
四
十
匁
（
困
　
窮
）

銀
三
百
匁

（
三
月
と
五
、
月
に
■
返
済
因
窮
）

銀
三
百
五
十
匁
（
困
　
窮
）

銀
五
百
匁
（
上
納
相
詰
）

金
五
両
（
困
窮
）

銀
五
百
匁
（
困
　
窮
）

金
五
両
（
困
窮
）

銀
五
百
匁
（
上
納
相
詰
）

銀
七
十
二
匁
二
分
五
厘

（
困
窮
）

銀
三
百
匁
（
困
　
窮
）

文
書
標
題

借
用
申
銀
子
之
事

同
右
同
右
同
右

預
り
申
金
子
之
事

預
り
申
銀
子
之
事

借
用
申
金
子
之
事

預
リ
申
銀
子
之
事

借
用
申
銀
子
之
事

同
右

借勝
龍
寺
百

同
　
　
右

神
足
村
（
町
）

神
足
村

久
貝
村

久
貝
村

下
植
野
村

神
足
村

神
足
村

馬
場
村

主

百百百百百百百
百

姓姓姓姓姓姓姓姓姓

貸
　
　
　
主

滴
屋
弥
兵
衛

１１１１１１１１’１１１１１１１１１

　
次
に
、
貸
付
の
相
手
で
あ
る
が
、
既
に
述
べ
た
如
く
此
の
時

代
に
至
っ
て
盛
ん
に
拡
大
さ
れ
、
農
氏
以
外
に
武
士
階
級
．
寺

院
・
若
し
く
は
村
自
体
に
貸
付
け
た
り
、
或
は
商
人
に
も
貸
付

け
を
行
う
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
豪
商
と
し
て
の
彼
の
権
勢

が
如
何
に
大
き
か
っ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
今
此
の
文
化
、

文
政
、
天
保
の
四
十
年
間
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
一
覧
表
を
つ
く

つ
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
（
借
用
証
文
に
■
よ
る
）
。

■

■
寸

　
質

な
　
　
し

．
な
　
　
し

物
　
　
　
内

容
　
一
丈
書
標
題

借

主
　
　
貸

主

文
化
十
年

同
右
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

封
建
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

銀
三
貫
匁
（
無

銀
五
百
匁

拠
）

借
用
申
銀
子
之
事

証
　
　
券

村
　
　
　
　
滴
崖
弥
兵
衛

下
狛
村
（
全
体
）

寺
　
　
　
　
一
　
－

観
　
音
　
寺
一
　
ー

　
　
　
二
七
（
二
八
一
）



サ
一
ス
卯

一
一
崔
．
申
鷹
畏
竜
、
簑
■
」
澗
　
　
　
　
　
、
浦

立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

　
文
政
元
年

　
丈
政
三
年

　
同
　
右

　
文
政
四
年

　
文
政
六
年

　
同
右

　
同
右

　
文
政
九
年

　
同
右

　
文
政
十
一
年

　
天
保
四
年

　
天
保
四
年

　
同
　
右

　
天
保
五
年

一
天
保
一
六
年

　
天
保
八
年

　
天
保
十
年

　
天
保
十
四
年

　
天
保
十
六
年

な
．
　
し

な
　
　
し

一
な
　
し

村
役
人
の
居
宅

建
物
、
藪

　
一
反
（
田
畑
何
れ
か
不
明
）

家
菜
　
　
種

な
　
　
し

田
　
　
地

　
一
町
四
反
五
畝

藪
一
反

他
に
。
ニ
ケ
所

な
　
　
し

な
　
　
し

一
藪
　
　
地

一
な
　
　
し

な
　
　
し

一
な
　
し

一
な
　
　
し

一
上
田
　
二
反
三
畝

一
下
女
畑
　
二
十
七
歩

ユ
な
　
　
し

一
な
　
　
し

銀
一
貫
三
百
匁
（
無
　
拠
）

銀
百
五
十
匁
（
無
　
拠
）

銀
二
百
匁
（
無
　
拠
）

銀
四
貫
匁

銀
一
貫
匁

但
し
家
賃
一
ケ
年
百
匁

銀
五
百
匁
、

（
酒
屋
仕
切
銀
不
串
来
の
た
め
）

銀
五
百
匁

銀
二
貫
匁

銀
一
貫
五
百
匁

銀
一
貫
匁

銀
五
百
匁

利
息
一
ケ
年
七
斗
五
升

金
拾
五
両

銀
一
貫
匁

銀
二
百
匁

利
息
月
八
朱

金
十
五
両

銀
七
百
五
十
匁

銀
二
貫
匁

利
息
米
年
二
石

銀
九
貫
匁

（
年
三
百
匁
宛
享
年
間
に
■
返
弁
）

金
　
三
　
両

借
用
申
銀
子
之
事

覚
借
用
申
銀
子
之
事
．

預
り
申
銀
子
の
事
一

二
八
（
二
八
二
）

一
篤
申
銀
子
之
事
伽
（
蝶
．
廿

同同同覚

右右右

借
用
申
銀
子
之
事

同
　
　
右

覚
一
借
用
申
銀
子
之
事

■

［
同
　
　
右

一
借
用
御
金
子
之
事

一
借
用
申
銀
子
之
事

．
同
　
　
右

一
同
　
　
右

一
覚

…

村勝
龍
　
寺
村

武
士直
美
下
総
介

寺准
、
長
円
寺

村大
　
下
津
村

同
　
　
右

茶
商
人

栄
　
屋
　
庄
　
七

商
人
河
内
屋
重
右
衛
門

武
士渋
谷
梅
三
郎

商
人村一

馬
　
場

一
武
士

一
村
馬
　
　
場

〃〃〃〃〃〃〃

　
　
　
　
　
　
　
一
　
－

洞
内
屋
重
右
衛
門
一
　
　
、

　
　
　
　
　
村
一
　
”

一
池
口
弥
太
郎
一
馬
場
村
久
右
衛
門

　
　
　
　
　
村
一
伏
見
誓
薯
衛

鮮
音
寺
一
河
内
屋
藤
兵
衛

商
人。
堺
屋
喜
助

．
村
馬
　
　
場
　
　
村
．

一
村一
古
　
市
　
村
、

一
寺
■
三
　
　
秀
　
　
院
一

－
郷
士
一
宇
　
田
貞
造
一



「
村
自
体
に
貸
付
け
た
例
」

　
　
　
　
借
用
申
銀
子
之
事

　
一
合
銀
壱
貫
三
百
目
也
　
　
　
但
利
足
月
壱
歩
也

　
　
右
之
銀
子
此
度
無
拠
株
方
入
用
に
１
付
憧
に
借
用
申
処
実
正
明
白
也

　
然
上
返
弁
之
義
者
来
卯
年
十
一
月
晦
日
限
に
元
利
共
急
度
返
弁
可
申

　
候
万
一
限
月
に
相
成
銀
子
不
調
逢
滞
仕
候
は
ば
連
印
之
認
之
者
相
弁

　
急
度
無
相
違
返
弁
可
申
侯
為
後
日
之
借
用
証
文
価
而
如
件

　
　
丈
政
元
年
寅
極
月
　
　
勝
龍
寺
村
　
庄
　
　
屋
　
仁
右
衛
門
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
三
右
衛
門
圃

　
　
　
油
屋
弥
兵
衛
殿
　
　
　
百
姓
総
代
忠
右
衛
門
田

　
右
表
か
ら
考
察
す
る
に
、
農
氏
層
の
貧
窮
は
即
ち
村
全
体
の

窮
乏
と
な
り
、
や
が
て
は
武
士
階
級
の
懐
を
も
淋
し
く
し
、
寺

院
財
政
迄
も
苦
し
く
し
た
の
で
あ
る
こ
と
。

　
そ
し
て
当
該
杜
会
に
お
い
て
最
下
位
に
置
か
れ
、
最
も
軽
侮

さ
れ
た
商
人
階
級
が
貨
幣
経
済
の
進
展
と
共
に
益
六
実
力
を
備

え
、
隠
然
た
る
勢
力
を
も
っ
て
次
第
に
、
特
権
的
支
配
階
級
を

圧
倒
し
、
封
建
的
支
配
関
係
を
ぶ
ち
こ
わ
し
て
行
く
腕
芽
的
過

程
を
発
見
し
得
る
の
で
あ
る
、

　
更
に
油
屋
弥
兵
衛
の
貨
幣
資
本
が
、
自
已
の
領
主
た
る
七
条

殿
家
の
経
済
生
活
の
中
に
浸
入
し
、
こ
れ
を
圧
倒
す
る
に
至
っ

　
　
　
封
建
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

た
文
書
が
あ
る
。

　
　
　
　
覚

　
一
、
五
拾
三
石
五
斗
七
合
壱
匂
四
才

　
　
　
　
内

　
　
拾
壱
石
七
含
五
匂
　
　
　
　
御
膳
米

　
　
　
残
リ
四
拾
弐
石
四
斗
九
升
四
匂
　
石
二
付
六
十
匁
替

　
　
　
　
代
銀
弐
貫
五
百
四
拾
匁
九
分
八
厘

　
　
　
　
内

　
一
、
四
百
八
拾
目
　
　
　
　
　
　
　
元
四
貫
目
利
子
　
十
ニ
ケ
月
分

　
三
月
朔
口
Ｈ

　
一
、
銀
百
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
節
句
前
入
用

　
　
　
利
子
　
拾
匁
八
分
　
　
　
　
　
三
月
よ
リ
十
一
月
迄
九
ケ
月
分

　
四
月
五
日

　
一
、
銀
弐
百
弐
拾
三
匁
三
分
　
　
　
御
銀
利
　
六
ケ
月
分

　
　
　
利
子
　
弐
拾
壱
匁
四
分
四
厘
　
四
月
よ
リ
十
一
月
迄
八
ケ
月
分

　
五
月
二
日

　
　
一
、
銀
百
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
節
句
御
入
用

　
　
　
利
子
　
七
匁
二
分
　
　
　
　
　
五
月
よ
り
十
一
月
迄
六
ケ
月
分

　
七
月
朔
日

　
　
一
、
銀
七
百
五
拾
目

　
　
　
利
子
　
四
拾
五
匁
　
　
　
　
　
六
月
よ
リ
十
一
月
迄
五
ケ
月
分

利
子
〆

元
金
〆

百
四
拾
弐
匁
壱
分
五
厘
七
毛

弐
貫
七
拾
六
匁
六
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九

（
二
八
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
晋
）

　
合
銀
弐
貫
弐
百
拾
八
匁
七
分
五
厘
七
毛

　
差
引

　
　
銀
三
百
三
拾
壱
匁
弐
分
弐
厘
三
毛
返

　
　
　
但
し
極
月
二
至
リ
弐
三
百
目
借
リ
増
相
頼
候
儀
も
可
在
之
候

　
右
之
通
年
々
御
取
替
之
僕
頼
入
候
事

　
　
丈
政
八
丙
年
六
月
　
　
　
　
　
　
　
七
条
殿
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
　
　
右
　
膳
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
弥
惣
治
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
　
主
　
計
圃

　
　
　
油
屋
弥
兵
衛
殿

　
右
の
覚
書
か
ら
小
貴
族
領
主
が
如
何
に
経
済
的
に
行
詰
っ
て

い
た
か
、
そ
し
て
自
領
上
納
米
の
う
ち
、
飯
米
を
除
い
た
残
り

は
、
す
べ
て
消
屋
弥
兵
衛
か
ら
借
銀
し
た
支
払
い
に
充
て
、
漸

く
そ
の
生
活
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
も

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

「
右
之
通
年
六
御
取
替
之
儀
頼
入
候
事
」
と
い
っ
た
文
言
に
至

っ
て
は
、
支
配
者
た
る
べ
き
領
主
が
、
油
屋
弥
兵
衛
の
経
済
的

実
力
の
前
に
屈
し
た
る
事
実
を
物
語
る
の
み
か
、
更
に
領
主
経

済
存
立
の
た
め
に
は
、
油
屋
弥
兵
衛
を
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在

で
あ
る
と
し
て
認
め
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
領
主
た
る
七
条
殿
家
は
表
面
の
地
位
の
み
高
く
し
て
実
力

こ
れ
に
伴
わ
ず
、
支
配
階
級
者
と
し
て
の
権
威
は
次
第
に
、
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
（
二
八
四
）

済
的
実
力
者
，
油
屋
弥
兵
衡
の
手
に
墜
ち
て
い
っ
た
の
で
あ
る
、

そ
し
て
こ
こ
に
封
建
杜
会
解
体
へ
の
一
原
因
を
と
ら
え
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
尚
七
条
殿
家
が
神
足
村
の
領
主
で
あ
り
、
且
経
済
的
に
行
詰

っ
て
い
た
こ
と
は
次
の
証
文
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
借
用
申
銀
子
之
事

　
　
合
鐸
七
百
五
拾
目
也

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
右
之
銀
子
者
七
条
殿
常
用
二
入
用
二
付
我
等
共
憧
二
借
用
申
処
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
正
明
白
也
尤
返
済
之
義
者
来
十
一
月
晦
目
切
リ
御
殿
御
上
納
米
ヲ
以

　
元
利
共
返
済
可
申
候
及
遅
滞
候
は
ば
印
彩
者
共
ヨ
リ
急
度
返
済
可
申

　
候
　
為
後
日
借
用
証
丈
依
而
如
件

　
　
天
保
八
丁
五
年
七
月
　
　
　
　
庄
屋
　
弥
兵
衛
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
　
喜
兵
衛
＠

　
　
　
油
屋
弥
兵
衛
殿

　
次
に
貸
付
金
額
で
あ
る
が
、
彼
の
商
業
経
営
の
拡
大
化
に
伴

っ
て
次
第
に
膨
張
を
つ
ず
け
た
の
で
あ
る
。
今
貸
付
総
額
の
一

覧
表
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
此
の
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
文
化
十
一
年
に
至
っ
て

は
、
銀
六
十
八
貫
八
百
九
十
匁
四
分
七
厘
（
当
時
米
一
石
銀
六
十

匁
で
あ
リ
、
こ
れ
を
円
貨
一
万
二
千
円
と
し
て
換
算
し
た
場
含
、
約
一



料
ま
令
声
戸
討
ｑ
ぴ
壌
言
誇
禽
ｓ
１
、
揮
鮒

’

令
　
　
　
　
　
余

庫
　
　
さ
　
　
誇
　
　
菖

消
温
ｏ
。
今
嵩
と
。
。
；
嵩
計

繋
旨
鴎
８
０
膏
〕
ゆ
ｑ
国

料
詩
ｏ
。
今
旨
泣
○
。
Ｈ
囚
演
計

購
轟
海
薯
。
・
商
ｏ
。
串
Ｎ
圃

料
き
り
今
５
泣
○
。
一
ユ
嵩
計

簿
竃
璃
８
０
膏
○
。
サ
ｏ
。
因

料
き
Ｈ
Ｏ
肯
旨
注
○
。
Ｈ
囚
誰
奇
　
　
　
　
４

鷺
舅
海
農
○
膏
。
。
串
り
寓

料
ま
Ｈ
Ｈ
亨
Ｈ
５
ま
；
灘
討

溝
婁
璃
。
・
８
膏
ら
サ
『
属

千
四
百
万
円
に
相
当
す
る
、
一
）
で
、
天
明
三
年
か
ら
僅
か
三
十
年
後

に
は
数
倍
の
貸
付
金
額
を
も
っ
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
事
は
、
高
利
貸
付
に
よ
る
富
の
集
中
が
如
何
に
激
し
か
っ
た

か
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
、
被
収
奪
農
氏
が
如
何
に
多
く
、
且

か
か
る
貨
幣
経
済
の
渦
中
に
ま
き
込
ま
れ
た
農
村
が
、
如
何
に

急
速
に
封
建
杜
会
の
基
盤
、
或
は
支
柱
と
し
て
の
地
位
か
ら
転

落
し
つ
つ
あ
る
か
の
事
実
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
封

建
杜
会
末
期
の
動
揺
が
次
第
に
激
し
く
か
つ
大
き
く
な
っ
て
行

く
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
回
　
幕
末
終
期
（
郵
概
靴
維
新
）
に
お
け
る
高
利
貸
経
営

　
文
化
、
文
政
、
天
保
と
三
年
代
を
通
じ
て
近
郷
に
そ
の
比
を

見
る
こ
と
の
出
来
な
い
程
、
隆
盛
を
極
め
た
彼
の
商
業
・
高
利

　
　
封
毫
体
制
崩
壊
に
■
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

貸
資
本
家
と
し
て
の
実
力
は
、
弘
化
以
降
、
幕
末
終
期
に
至
っ

て
、
遂
に
領
主
を
中
心
と
す
る
支
配
階
級
ま
で
も
、
そ
の
支
配

下
に
隷
属
せ
し
め
、
封
建
体
制
維
持
の
鉄
則
と
も
い
う
べ
き
、

身
分
制
度
を
顧
墜
せ
し
め
、
階
級
上
の
分
解
を
進
捗
せ
し
め
る

一
役
を
演
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
実
証
的
資
料
と
し
て
次

の
如
き
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。

　
）
　
１
　
武
士
階
級
へ
の
貸
付
と
そ
の
権
威
の
制
圧

　
（
　
　
　
　
党

　
　
一
金
三
拾
五
両

　
　
右
者
無
余
儀
入
用
有
之
御
頼
申
候
処
早
速
御
取
替
被
戊
下
千
万
添

　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
Ｏ
　
Ｏ

　
奉
存
候
　
左
記
御
門
殿
よ
り
憧
に
請
坂
申
候
　
返
納
之
儀
者
来
ル
七

　
月
十
二
目
よ
り
十
四
日
迄
之
内
無
相
違
返
上
可
致
候
為
其
手
付
差
肖

　
置
申
候
　
以
上

　
　
安
政
元
年
寅
五
月
廿
六
目
　
　
　
　
　
藤
橘
彦
次
郎
圃

　
　
　
神
足
村
弥
兵
衛
殿

　
右
の
覚
書
に
よ
っ
て
、
彼
の
貨
幣
資
本
は
武
士
階
級
の
経
済

生
活
の
中
ま
で
浸
透
し
た
勢
力
を
も
っ
て
い
た
と
、
更
に
覚
書

　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
、
、
Ｄ
、
、
、
、
、

こ
の
中
に
「
左
記
御
門
殿
よ
り
瀧
に
請
取
申
候
」
と
あ
る
こ
と

よ
り
、
厳
格
な
る
身
分
制
度
に
よ
っ
て
位
置
ず
け
ら
れ
た
当
該

社
会
の
最
上
位
階
級
た
る
武
士
達
も
、
ン
、
の
貨
幣
資
本
の
前
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
　
（
二
八
五
）

一



、
、
～
｛
、
一
葦
　
、
．
＾
｛
、
、
、
三
、
孕
、
・

．
一
、
奪
１

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
享
）

は
唯
唯
と
し
て
頭
を
垂
れ
、
敬
語
を
使
っ
て
彼
の
歓
心
を
買
わ

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
心
境
、
却
ち
身
分
制
度
に
お
け
る
権

威
は
、
彼
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
）
　
■
　
領
主
経
済
へ
の
浸
透
と
そ
の
権
威
の
制
圧

　
（
　
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
は
、
貨
殖
の
こ
と
を
口
に
す
る
だ
に

恥
と
し
、
商
工
を
末
業
と
し
て
排
斥
し
、
商
人
を
四
民
の
最
下

位
に
列
せ
し
め
、
農
民
の
間
に
商
人
の
気
風
の
浸
潤
す
る
こ
と

を
避
け
ん
と
し
、
商
人
を
以
て
無
用
の
階
級
と
考
え
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
農
村
の
疲
弊
、
農
民
の
窮
乏
に
伴
う
武
士
階
級
、

殊
に
領
主
経
済
の
逼
追
は
遂
に
商
人
に
低
頭
し
、
そ
の
融
通
に

よ
っ
て
漸
く
難
関
を
切
り
抜
け
る
と
い
っ
た
事
態
を
現
出
す
る

に
立
ち
至
っ
た
。
今
油
崖
弥
兵
衛
の
高
利
貸
資
本
が
領
・
王
経
済

に
浸
入
し
、
そ
の
権
威
を
制
圧
す
る
に
至
っ
た
過
程
は
凡
そ
次

の
如
く
で
あ
る
一
理
ち
先
ず
第
一
に
彼
が
農
村
の
疲
弊
、
農
氏

の
窮
乏
に
乗
じ
て
、
上
納
銀
或
は
先
納
銀
を
農
氏
に
貸
付
け
、

そ
の
勘
定
は
上
納
期
に
上
納
米
に
て
勘
定
す
る
と
い
っ
た
と
こ

ろ
の
、
間
接
的
な
領
主
経
済
へ
の
浸
入
で
あ
る
。
こ
れ
は
間
接

的
に
自
己
の
地
位
を
高
め
る
反
面
、
領
主
の
権
威
を
弱
め
る
と

三
二
（
二
八
六
）

い
っ
た
場
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
　
一
金
拾
両
也
　
　
　
　
但
利
息
月
一
也

　
　
右
之
金
子
此
度
椴
方
上
納
に
借
用
串
侯
処
実
正
明
白
也
、
然
ル
上

　
者
返
済
之
儀
者
来
ル
三
月
十
四
日
限
二
元
利
共
急
度
返
納
可
仕
候
万

　
一
違
算
之
儀
有
之
侯
ハ
バ
橡
方
上
納
米
二
而
差
引
勘
定
可
被
成
下
侯

　
其
時
違
言
有
之
間
敷
侯
為
後
巨
借
用
証
文
仰
如
何

　
　
嘉
永
七
年
甲
寅
二
月
晦
日
　
　
　
　
庄
　
星
　
善
太
郎
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
　
九
左
衛
門
圃

　
　
　
滴
屋
弥
平
殿

　
右
文
書
に
よ
っ
て
油
屋
弥
兵
衛
は
、
上
納
銀
に
困
っ
た
村
民

に
利
子
月
一
割
で
貸
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
年
の
七

月
に
、
此
の
返
済
が
終
ら
な
い
で
、
な
お
残
金
五
両
が
あ
る
に

も
拘
ら
ず
、
更
に
先
納
銀
と
し
て
四
両
を
貸
付
け
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
口
　
上

　
　
　
借
用
巾
銀
子
之
事

　
一
、
合
金
　
四
丙
也

　
　
右
者
先
納
叙
に
惚
に
借
州
中
候
辿
実
正
岬
白
也
　
残
リ
五
両
銀
子

　
も
元
利
共
御
上
納
二
耐
差
引
御
勘
定
仕
候
　
以
上

　
　
嘉
永
七
年
穴
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
　
崖
　
善
太
郎
圃

　
　
　
御
庄
屋
弥
兵
衛
殿
　
　
欠
．
寄
九
太
衛
門
圃



　
右
の
借
用
口
上
書
に
よ
り
、
領
主
経
済
の
窮
迫
は
遂
に
先
年

貢
を
取
り
立
て
て
財
政
上
の
補
填
に
あ
て
る
に
至
っ
た
こ
と
及

び
、
農
村
も
亦
疲
弊
し
、
農
氏
が
そ
の
負
担
に
堪
え
得
ず
、
毎

年
、
将
来
の
上
納
米
を
担
保
に
し
て
、
時
の
庄
屋
弥
兵
衛
か
ら

借
銀
し
、
も
っ
て
こ
の
加
重
な
る
年
貢
の
前
納
を
図
っ
た
こ
と

が
明
か
に
さ
れ
る
。
こ
こ
に
農
村
の
窮
乏
に
伴
う
領
主
経
済
は
、

今
や
弥
兵
衛
の
貨
幣
資
本
の
前
に
屈
す
る
の
み
か
、
更
に
彼
の

存
在
は
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
認
め
る
に
至
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
所
が
此
の
借
用
銀
は
同
じ
年
の
十
二
月
に
上
納
米

で
も
っ
て
差
引
勘
定
す
べ
き
筈
で
あ
る
の
に
、
再
び
借
銀
し
、

更
に
次
の
上
納
銀
を
も
っ
て
勘
定
す
る
と
い
っ
た
証
文
が
見
え
、

然
も
そ
の
借
用
金
額
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時
の
農
村
が
如
何
に
疲
幣
し
、
貢
租
の
た
め
に
如
何
に
農
民

が
苦
し
ん
で
い
た
か
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
領
主
は
窮
乏
せ
る
財
政
切
り
抜
け
の
た
め
に

は
、
ど
う
し
て
も
年
貢
の
前
納
を
つ
ず
け
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の

た
め
次
第
に
領
主
と
し
て
の
声
望
を
失
墜
し
て
い
っ
た
と
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
却
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
封
整
体
制
扇
壊
に
関
す
る
」
考
察
（
足
立
）

　
　
　
　
借
用
申
銀
子
之
事

　
　
合
銀
　
拾
両
也

　
一
右
者
此
度
上
納
銀
に
憧
に
借
用
申
候
所
実
正
明
白
也
返
弁
之
義
は

　
御
上
納
よ
リ
明
ら
か
に
違
無
御
勘
定
致
候
．
以
上

　
　
嘉
永
七
年
寅
極
月
廿
五
目
　
　
　
　
　
庄
　
屋
　
善
太
郎
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
九
左
衛
阿
＠

　
　
　
庄
屋
弥
兵
衛
殿

　
さ
て
以
上
の
よ
う
な
方
式
に
よ
る
間
接
的
領
主
経
済
へ
の
浸

入
は
、
更
に
直
接
的
領
主
経
済
へ
の
浸
入
と
い
っ
た
形
で
も
現

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
場
合
は
す
で
に
、
文
政
年
聞
に

油
屋
弥
兵
衛
の
領
主
「
七
条
殿
家
」
に
対
す
る
貸
付
に
お
い
て

も
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
幕
末
終
期
の
も
の
は
次
の
如
く
で

あ
る
。

　
　
　
　
証
　
札

　
　
一
金
　
二
十
五
両
也

　
　
右
者
無
焚
入
用
二
付
此
度
滴
屋
氏
二
而
御
借
入
被
下
正
二
致
借
用

　
候
返
金
之
義
者
来
ル
正
月
晦
目
に
無
相
違
返
済
可
申
候
万
一
右
限
遅

　
滞
串
来
候
ハ
バ
来
ル
七
月
晦
目
二
者
無
相
違
返
済
可
致
候
為
後
証
如

　
件
　
　
万
延
元
年
十
二
月
廿
一
目
　
　
　
　
調
子
筑
後
介
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
人
百
姓
　
左
兵
衛
＠

　
　
　
当
村
　
六
郎
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
（
二
八
七
）

，



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

　
こ
こ
に
借
主
「
調
子
筑
後
介
」
は
調
子
村
領
主
に
し
て
、
自

分
の
統
治
氏
た
る
百
姓
六
郎
兵
衛
を
通
じ
て
油
屋
弥
兵
衛
よ
り

金
二
十
五
両
借
銀
し
、
漸
く
難
関
を
切
り
抜
け
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

る
。
そ
し
て
こ
の
経
済
的
窮
乏
と
屈
従
に
よ
っ
て
統
治
者
と
し

　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
Ｌ
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
一
、

て
権
威
を
失
墜
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
実
証
に
基
い
て
考
察
せ
ら
る
る
こ
と
は
、
か
っ
て
は

無
用
の
階
級
と
考
え
、
最
も
軽
侮
し
、
蔑
視
し
て
い
た
商
人
階

級
が
貨
幣
経
済
の
進
展
と
共
に
益
六
実
力
を
備
え
、
武
士
達
は

勿
論
領
主
に
と
っ
て
も
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在
と
な
り
、
遂
に

は
そ
の
経
済
的
な
実
力
に
よ
っ
て
領
主
を
圧
倒
し
、
支
配
階
級

と
し
て
の
権
威
を
領
主
の
手
か
ら
奪
取
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
。
か
く
て
商
人
階
級
は
遂
に
封
建
杜
会
必
須
の
絆
た
る
身
分

制
度
を
分
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
封
建
杜
会
を
解
体
す
る
一
端

を
担
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
油
屋
弥
兵
衛
も
亦
そ
の
一
人
で
あ
っ

た
と
い
い
得
る
の
、
て
あ
る
。

）イ（

二
　
米
穀
商
人
と
し
て

幕
末
前
期
に
お
け
る
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
（
二
八
八
）

　
幕
末
前
期
（
文
化
－
天
保
年
間
）
の
米
穀
商
と
し
て
の
弥
兵
衛

は
、
そ
の
莫
大
な
年
貢
米
を
自
家
の
倉
庫
に
保
持
し
、
一
方
蓄

積
さ
れ
た
、
商
業
・
高
利
貸
資
本
を
、
大
阪
堂
島
に
お
け
る
投

機
的
米
穀
市
場
に
投
下
し
、
盛
ん
に
米
穀
商
人
と
し
て
の
本
領

を
発
揮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
大
阪
に
お
け
る
米
穀
取
引

の
周
旋
商
人
た
る
天
王
寺
屋
源
之
助
と
か
岩
長
等
に
多
額
の
商

業
資
本
を
預
け
て
、
米
、
麦
、
大
豆
等
の
投
機
的
取
引
を
大
量

に
行
い
、
一
擾
千
金
と
い
っ
た
利
潤
の
獲
得
を
図
っ
て
い
る
の

ノ
し
あ
る
。
文
化
十
年
正
月
五
巳
の
勘
定
覚
書
に
「
銀
八
貫
八
百

三
十
匁
七
分
八
厘
」
（
米
一
石
が
当
時
四
十
五
匁
替
で
あ
リ
、
現
貨
幣

一
万
二
千
円
に
相
当
す
る
と
し
て
二
百
参
拾
五
万
円
に
な
る
）
を
、
米

穀
の
投
機
取
引
資
金
と
し
て
大
阪
通
銀
、
天
源
、
岩
長
、
の
三

店
に
預
け
て
い
る
こ
と
が
記
戴
さ
れ
て
お
り
、
更
に
叉
そ
の
取

引
の
実
倍
を
具
体
的
に
示
し
て
呉
れ
る
も
の
と
し
て
、
文
化
十

四
年
丁
丑
年
に
は
、
天
王
寺
屋
源
之
助
が
弥
兵
衛
か
ら
多
額
の

商
業
資
本
を
預
っ
て
以
後
三
ケ
年
間
、
弥
兵
衛
の
投
機
的
取
引

に
対
し
て
現
金
を
出
し
入
れ
し
た
「
切
手
入
替
差
引
之
通
」
が

あ
る
（
拙
稿
立
命
館
経
済
学
第
一
巻
第
五
・
六
号
三
五
頁
「
近
世
に
拍



げ
る
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
本
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

な
お
棚
卸
勘
定
覚
書
に
記
戴
さ
れ
た
棚
卸
米
穀
の
数
量
及
び

表覧一定勘卸棚穀米
るけ拍に家自）表一第（

安麦

斗
嫡
匁

５
側
代
・
。

伍
格
に
つ
い
て
は
次
の
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。
第
二
表
は
大

阪
に
お
け
る
米
穀
引
取
の
実
際
で
あ
る
。

麦白豆大米白米濡米地

石１

匁

代
６
５

斗
替
５
　
　
匁

石
匁
０

１
６
０
代
９

　
　
分

斗
　
５

５
替
匁

石
匁
５
２

５
５
　
４

１
３
５
貫

－
一
代
７

年
月
日
在

８
２
１

化
１
３

丈
　
現

斗
へ８
が
匁

頴
代
・
。５

斗
へ５
カ
匁

題
祭
５
斗
へ
分

５
が
５

石
匁
匁

４
黒
脚

斗
へ
５
が
石
匁
醐
萄ユ

分５匁
６
２８貫

代
６

年
月
旦
在

９
２
１

化
１
３

文
　
現

石
　
匁

－
代
６
０

．
半
替
２
匁
匁

罰
袋
緊
匁
石
腋
醐

２
６
代

斗
　
匁

５
替
５
０

石
匁
４

７
６
０
貫

１
０
代
６

年
月
目
在

！
０
２
１

化
１
３

文
　
現

石１

匁

代
５
０

　
　
分

溢
鮎

５
５
代
１
６

へ

石
が
匁

。
。
匁
代
凹

７
石１

匁

代
６
０

表覧一
引取穀米るけ拍に阪大

斗
一
匁

５
が
３
０

石
匁
４

０
０
頁

１
４
６
代
８

年
月
日
在

ｕ
２
ユ

化
ユ
３

文
　
現

）表二第（

米却売米付買

金代量数地産目月代年金代量数地産目月代年

匁
匁

Ｏ
０
８
０

１
　
　
２

頁
頁

’
０
　
　
（
０

俵
い
。
・
．

３
　
　
３

米
一
後肥

米前筑

年
目
年
日

１
４
２
１
３

化
月
月

文
１
０
同
ｕ

匁犯設頁６

匁
ｏ
０６頁６

爽

イ
ｏ
０

３

Ｏ０３

米
米
前
後

■
■
筑
■
－
■
柵

年
冒
年
日
，
一

４
１
８

１
↓
１
■
化
月
月

文
６
同
７

）

　
で
出

匁
船
積
２
（

７
匁
４
９

貫
５
０
５
頁
　
１

Ｏ０３

９
０

米
米
後
前
肥
備

．
年
．
日
年
目
．

元
７
１
０

政
月
月

文
ｕ
同
ｕ

匁
ｏ
０７頁５００３米後肥

年
日

２
　
１

　
１
政
月

文
閨
４匁

９
０１頁４

匁
２
０９頁８

Ｏ
　
　
Ｏ

Ｏ
　
　
０

３
　
　
６

米
上
前肥
同

、
年
目
目
．

２
９
　
２

政
月
月

文
ｕ
ｕ

匁
匁

６
０
８
０

４
　
　
９

頁
頁

Ｈ
１
３

０
　
　
０

０
　
　
０

９
　
　
９

米前肥

米後肥

年
目
年
目

１
↓
　
　
Ｆ
０

３
１
　
１

政
月
月

文
２
同
９

匁
８
０頁９

匁
８
０頁４

Ｏ０６

Ｏ０３

米
米
後
後

巴
　
　
巴

■
月
眉
二

年
目
．
年
目

３
８
２
３

政
月
月

文
７
同
７

封
建
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

三
五
（
二
八
九
）



　
　
　
　
　
　
　
　
。
．
　
・
　
　
、
、
．
、
，
　
　
．
．
－
　
　
・
　
　
　
－
　
、

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
パ
第
三
号
）

　
ｏ
、
幕
末
終
期
に
お
け
る
経
営

　
幕
末
終
期
（
弘
化
ｉ
明
治
維
新
年
間
）
に
お
い
て
は
、
大
阪
に

お
け
る
投
機
取
引
の
資
料
は
見
当
ら
な
い
が
、
近
郷
及
び
伏
見

市
内
の
商
人
と
盛
ん
に
地
米
の
取
引
を
行
っ
て
お
り
、
当
時

（
万
延
元
年
）
の
農
家
日
録
に
残
る
実
例
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

○
越
年
在
庫
米
　
百
十
后
八
斗

　
販
売
米
、

二
月
五
日

一
、
下
米
五
眉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
市
村
　
久
兵
衛

　
　
代
銀
　
四
百
九
十
九
匁

　
　
う
ち
金
六
両
二
分
二
朱
（
銀
四
百
九
十
二
匁
四
分
）
受
取

　
　
差
引
銀
二
分
七
厘
六
毛
不
足

一
、
粉
米
　
一
石
　
　
　
　
　
　
　
　
伏
見
、
何
　
　
某

　
　
代
銀
　
一
分
二
朱

　
　
曾
に
二
貫
五
百
丈
受
取

二
月
九
目

一
、
下
米
　
拾
五
石
　
　
　
　
　
　
大
や
ぶ
村
　
万
　
　
藤

　
　
代
銀
　
一
貫
五
百
匁

　
　
金
十
六
両
（
銀
一
貫
二
百
六
匁
）
受
取

　
　
差
引
二
百
九
十
三
匁
六
分
不
足

　
　
叉
金
三
両
三
分
三
朱
（
銀
二
百
九
十
匁
六
分
）
受
坂

　
　
差
引
三
匁
不
足

四
月
十
四
目

ピ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
二
九
〇
）

一
、
御
蔵
下
米
　
三
石
五
斗
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
代
銀
　
四
百
六
匁

　
金
五
両
二
分
一
朱
（
銀
四
百
八
匁
）
受
坂

　
う
ち
壱
分
七
厘
四
毛
　
米
欠
け

　
差
引
三
匁
七
分
四
厘
（
ぜ
に
三
百
四
十
丈
渡
し
）

人

　
右
の
如
く
毎
年
の
莫
大
な
年
貢
米
を
中
心
に
、
御
蔵
米
の
払

下
げ
米
ま
で
買
入
れ
、
自
家
で
米
屋
を
経
営
し
た
の
で
あ
る
。

恐
ら
く
大
阪
に
お
け
る
投
機
的
取
引
も
、
前
期
同
様
行
っ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
（
虫
喰
い
の
た
め
判
読
閏
来
ぬ
が
米
相
場
の
日
記

が
残
存
し
て
い
る
。
）
。

　
以
上
彼
の
幕
末
に
お
け
る
米
穀
商
人
と
し
て
の
存
在
形
態
を

論
じ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
彼
の
商
都
大
阪
へ
の
進
出
、
米
相
場

市
場
へ
の
タ
ッ
チ
を
考
え
る
と
き
、
他
地
方
に
見
ら
れ
ぬ
と
こ

ろ
の
畿
内
的
な
在
郷
商
人
と
し
て
の
特
徴
を
発
見
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
更
に
叉
彼
が
企
業
精
神
に
燃
え
、
進
取
気
象
に
燃
え

た
商
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
の
反
面
、
彼
、
が
当
時
の
百
姓
、

町
人
の
領
外
進
出
禁
止
、
土
地
緊
榑
の
幕
藩
体
制
下
に
あ
っ
て
、

取
り
つ
つ
あ
っ
た
、
超
藩
的
、
反
封
鎖
－
経
済
的
経
営
を
通
し



て
、
幕
藩
体
制
そ
の
も
の
の
弛
緩
が
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、

商
都
大
阪
の
貨
幣
経
済
圏
の
渦
中
に
畿
内
農
村
経
済
が
次
第
に

巻
き
こ
ま
れ
、
所
謂
大
都
市
経
済
が
農
村
の
自
然
経
済
を
浸
蝕

し
、
や
が
て
農
村
を
支
配
し
て
行
く
如
実
の
姿
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
か
か
る
反
封
建
的
商
業
資
本
主
義

的
経
営
が
封
建
制
度
を
根
低
か
ら
動
揺
せ
し
め
、
緯
新
革
命
へ

の
地
下
的
役
割
を
務
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
　
絞
油
商
人
と
し
て

　
↑
Ｄ
　
幕
末
前
期
に
お
け
る
経
営

　
絞
油
商
人
と
し
て
、
お
よ
そ
百
年
に
及
ぶ
老
舗
と
そ
の
地
盤

は
、
最
早
や
確
呼
と
し
て
揺
ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
し
て
高

利
貸
資
本
と
最
も
緊
密
に
結
び
つ
い
た
絞
油
商
経
営
は
、
そ
の

巧
妙
な
る
経
営
方
法
に
よ
っ
て
、
益
六
発
展
拡
張
の
途
を
辿
っ

た
の
で
あ
る
。
即
ち
文
化
か
ら
天
保
に
至
る
四
十
年
間
に
高
利

貸
付
証
文
が
百
二
十
通
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
文
種
を
も
っ
て

質
物
引
当
に
し
た
も
Ｏ
が
二
十
五
通
も
あ
り
、
土
地
を
抵
当
に

し
た
場
合
１
（
二
十
五
通
）
と
同
数
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、

　
　
封
建
体
制
崩
壊
に
■
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

如
何
に
高
利
貸
資
本
と
絞
油
商
経
営
と
が
不
可
分
的
な
関
係
に

あ
っ
た
か
を
知
り
得
よ
う
。
そ
の
実
例
を
一
二
挙
げ
る
こ
と
に

す
る
。

　
　
　
　
借
用
申
金
子
之
事

　
一
金
四
両
也

　
　
右
之
金
子
此
度
私
儀
入
用
附
其
許
様
江
相
願
て
憧
に
借
用
申
処
実

　
正
明
白
也
則
御
返
済
之
僕
は
来
る
巳
年
之
菜
種
を
以
て
急
度
御
返
済

　
可
仕
侯
万
一
御
返
済
及
遅
滞
候
は
ば
其
年
之
新
米
を
売
捌
代
銀
を
以

　
急
度
御
勘
定
可
仕
候
為
後
日
借
用
証
文
価
如
件

　
　
天
保
五
年
辰
極
月
目
　
　
　
　
借
　
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
村
　
伝
右
衛
門
＠

　
　
　
油
屋
弥
兵
衛
殿

　
　
　
一
札
之
事
、

一
銀
壱
貫
目
　
　
　
　
　
　
借
用
候

　
　
　
内

　
　
五
百
目
　
　
　
　
丙
四
月
十
三
日
返
済
残

　
五
百
目
来
る
戊
年
よ
リ
寅
年
迄
五
ケ
年
間
壱
ケ
年
に
菜
種
壱
石
づ

つ
無
相
違
急
度
御
返
済
可
申
候
都
合
五
石
を
返
済
仕
候
迄
一
札
差
閏

申
候
侃
而
如
件

　
天
保
八
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
勝
龍
寺
　
与
　
五
　
郎
＠

　
　
油
屋
弥
兵
衡
様

更
に
交
化
年
聞
の
う
ち
判
明
せ
る
絞
油
関
係
商
品
の
棚
卸
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
（
二
九
一
）



ぶ
、
一
Ｌ
．
　
　
　
　
一
）

〆

咀
一
呈
斗
，
’
ノ
’土
．
，

ー
ジ
．

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
．
号
）

れ
た
年
度
未
に
お
け
る
数
量
及
び
価
格
は
次
の
如
く
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
（
二
九
二
）

そ
の
経
営
の
実
借
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

文
化
　
九
年
十
二
月
末
日
現
在

七
四
石
　
六
五
匁
が
へ
代
四
貫
八
一
〇
匁

七
　
石
　
二
六
〇
匁
が
へ
代
　
一
貫
八
二
〇
匁

三
斗
五
升
　
二
五
〇
匁
が
へ
代
八
七
匁
五
分

二
一
〇
玉
　
四
八
○
匁
が
へ
代
　
　
五
七
六
匁

二
　
斗
代
　
　
七
〇
匁

三
玉
代
一
五
匁

文
化
十
年
十
二
月
末
巨
現
在

二
一
四
石
五
斗
　
七
〇
匁
が
へ
代
八
貫
七
一
五
匁

三
石
五
斗
　
三
六
〇
匁
が
へ
代
　
　
九
一
〇
匁

三
斗
五
升
代
　
　
七
八
匁

八
〇
一
玉
代
　
　
四
貫
五
匁

一
斗
二
升
七
合
　
三
匁
五
分
が
へ
代
圏
匁
四
分
五
厘

丈
化
十
一
年
十
二
月
末
日
現
在

一
〇
五
石
五
斗
　
六
〇
匁
が
へ
代
六
貫
三
二
〇
匁

四
　
斗
代
　
　
九
六
匁

二
七
三
玉
　
四
七
〇
匁
が
へ
代
一
頁
二
八
三
竺
分

一
斗
二
升
五
合
　
三
匁
四
分
が
へ
代
四
夏
四
分
八
厘

ニ
ニ
玉
　
五
匁
が
へ
代
　
＝
Ｏ
匁

　
回
　
幕
末
終
期
に
お
け
る
経
営

　
此
の
時
代
に
お
け
る
絞
油
商
経
営
の
上
で
注
目
す
べ
き
こ
と

は
高
利
前
貸
資
本
と
し
て
、
，
「
御
役
所
御
用
銀
の
出
現
で
あ
る
。

即
ち
西
ケ
岡
池
屋
仲
間
の
惣
代
役
所
の
御
用
銀
を
借
入
れ
、
之

を
百
姓
に
利
子
を
と
っ
て
前
貸
し
、
担
保
に
翌
年
六
月
収
穫
の

菜
種
を
あ
て
、
更
に
そ
れ
で
も
不
足
の
時
は
家
財
、
道
具
類
を

質
物
と
し
て
、
割
安
な
原
料
確
保
の
途
を
講
じ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
商
業
・
甫
利
貸
資
本
と
の
窃
接
な
つ
な
が
り
は
次
の
表
に
よ

っ
て
明
か
に
さ
れ
る
。

　
此
の
表
に
よ
っ
て
担
保
物
件
の
最
高
は
菜
種
ノ
し
あ
っ
て
、
借

用
証
文
百
二
十
七
通
の
う
ち
、
五
十
八
通
が
菜
種
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
高
利
前
貸
に
よ
る
有
利
な
原
料
確
保
の

手
段
が
と
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
万
延
元
年
の
農
賢
日
録
に

正
月
現
在
の
在
庫
菜
種
数
量
は
五
十
八
石
で
あ
る
が
、
一
年
を

通
じ
て
菜
種
を
搬
入
し
た
百
姓
は
三
十
九
名
、
百
五
十
一
俵
、



へ
酢
誼
宵
料
ｅ
一
障
蒲
曹
李

令
　
　
　
余

汁
註

洪
諌
巽

粘
蔵

謝
序

舛
ｓ
き

煮
溝
莱

ゆ
埣

■

澤
き
（
｛
肯
理
）

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ｇ
ｏ

ｏ

謝
決
（
Ｑ
肯
理
）

◎
ｏ

べ

Ｈ
Ｏ

〕

り

○
ｏ
Ｈ

煉
薄
（
ｏ
争
蚕
）

ｏ
◎

Ｈ

一
老

心

け

ｑ

Ｑ
◎

司
嵩
（
■
青
）

心

り

］
１

嵩

料
＞
（
ｏ
。
肯
冒
）

Ｎ

◎
◎

Ｈ

Ｈ

｛

Ｈ
Ｈ

■
義
（
■
肯
）

Ｈ

〕

○
ｏ

畷
ヲ
（
ｏ
ｏ
令
薯
）

Ｈ

Ｈ

Ｎ

｛

翌
年
の
文
久
元
年
の
農
賢
日
録
に
は
、
五
十
九
名
、
二
百
八
十

六
俵
Ｈ
百
四
十
三
石
に
上
っ
て
い
る
。
買
付
け
菜
種
を
含
ん
で

い
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
殆
ん
ど
が
前
貸
、
或
は
貸
付

似
担
保
と
し
て
、
或
は
利
子
と
し
て
搬
入
せ
し
め
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
文
久
元
年
の
一
年
間
に
お
け
る
菜
種
買
入
数
量

は
総
石
数
百
六
十
二
石
二
斗
で
あ
る
。

　
次
に
製
造
油
の
「
店
売
り
石
数
」
（
卸
し
油
は
合
ま
な
い
）
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
此
の
表
は
店
売
り
の
年
間
数
量
で
あ
り
、
こ
の
外
菜
種
と
油

の
実
物
交
換
、
油
小
売
商
人
へ
の
卸
し
売
り
等
を
考
え
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
一
）

年
間
の
生
産
数
量
は
相
当
な
高
に
上
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
生

　
　
封
建
体
制
崩
壌
に
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

舟
　
余

灘
　
　
陣
舟
余

灘
　
　
陣

１
１
，
－
－
　
　
　
　
　
　
　
，
，
　
　
　
　
■
■

；
　
　
　
　
！
，
　
　
　
　
　
■
■
　
　
　
■
　
　
　
■
－
　
■
－
　
　
　
　
　
■
－
　
　
　
　
　
　
　
■

潮
決
■
青

Ｈ
Ｏ
ｃ
司
ｑ
半
◎
ｏ
羊

痔
涛
心
肯

旨
封

〕
肯

曽
劃
心
半
ｇ
◎
斗

ｏ
ｏ
舟

旨
司
Ｈ
半

ｏ
ｏ
肯

Ｈ
◎
ｏ
訓
り
半
べ
斗

｛
舟

旨
訓
｛
半
ｏ
◎
斗

｛
肯

崖
訓
ｃ
方
半
べ
土
．

ｑ
肯

旨
訓
Ｈ
半
り
土
、

饒
肯

富
訓
の
半
Ｈ
土
、

○
肯

ミ
訓
　
ｏ
ｏ
ヰ

Ｑ
肯

寓
訓
ｏ
ｏ
半

司
嵩
■
肯

Ｈ
ｏ
ｏ
訓
ｏ
半
ｏ
ヰ

痔
津
■
令

旨
訓
○
○
半
ｇ
◎
土
．

料
＞
■
肯

旨
司
｛
半
心
斗

■
，
「
　
　
　
－
　
－
■
’
　
ｉ
－
■
ｉ
　
ｉ
　
　
一
－
－
　
　
　
　
　
■
■
　
　
，
－
　
　
　
「
　
　
■
　
　
　
一
　
　
一
　
　
－
！
’
　
　
　
　
「
　
　
　
　
■
■
一
　
　
－
－
『
　
　
　
　
－

産
油
の
卸
し
販
売
は
同
じ
く
農
賢
Ｒ
録
に
よ
り
大
体
が
知
ら
れ

る
。　

申
八
月
巨

　
一
、
油
九
榑
半
二
百
五
十
八
匁
が
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伏
見
　
山
　
　
重

　
一
、
申
た
る
半
樽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
同
　
　
人

　
　
〆
代
銀
　
二
貫
五
百
八
十
一
匁

　
　
　
金
三
十
六
両
（
二
頁
五
百
八
十
一
匁
）
受
取

　
正
月

　
一
、
油
十
榑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
人

　
　
代
銀
　
二
貫
六
百
二
十
匁
（
内
十
二
匁
、
滴
三
合
欠
け
）

　
　
残
銀
　
二
頁
六
百
八
匁

　
　
　
金
三
十
六
両
一
分
（
二
貫
六
百
匁
六
分
七
厘
）

　
　
　
（

　
　
　
普
に
百
四
十
文
（
一
匁
六
分
三
厘
）

　
　
　
　
正
月
二
十
三
目
　
受
取

三
九
（
二
九
三
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

六
月
五
同

新
油
　
五
樽

　
代
銀
　
一
貫
百
七
十
匁

淳
塁
一
蓑

伏
見
　
延

安

　
取
引
ひ
方
面
は
京
都
、
伏
見
方
面
で
、
大
、
中
、
小
、
の
樽

詰
に
し
て
盛
ん
に
送
り
出
し
て
お
り
、
こ
の
卸
売
り
の
た
め
の

荷
造
り
人
足
、
荷
物
運
搬
の
人
足
と
し
て
、
賃
銀
労
働
者
を
雇

傭
し
て
い
る
（
「
内
経
営
労
働
力
の
確
保
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）
、
．

　
尚
油
糟
（
肥
料
）
の
販
売
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
近
郷
の
農
民

を
始
め
、
肥
料
仲
買
人
に
盛
ん
に
売
っ
て
い
る
。

　
正
月
廿
六
日

　
　
、
か
す
　
五
十
玉
　
　
　
　
　
　
　
上
奈
良
、
江
戸
伝

　
　
代
銀
　
四
百
七
十
五
匁

篶
賃
朱
一
養

正
月
二
八
旦

一
、
二
玉

　
代
銀
　
二
十
匁
五
分

正
月
二
八
目

受
取

不

知

人

’
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
二
九
四
）

　
一
、
五
十
玉
　
　
　
　
　
　
　
上
津
屋
惣
兵
衛

　
　
代
銀
　
五
百
二
十
五
匁
　
受
取

　
二
月
五
目

　
一
、
七
玉
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
村
　
伊
兵
衛
（
百
姓
）

　
　
代
銀
　
七
十
五
匁
　
受
軍

　
一
、
八
玉
　
　
　
　
　
　
調
子
村
　
六
郎
兵
衛
（
百
姓
）

　
　
か
し

　
一
、
百
七
十
玉
　
　
　
　
　
　
上
奈
皮
江
戸
伝

　
　
代
金
　
二
十
五
両
　
受
取

　
右
の
販
売
日
記
か
ら
「
上
奈
良
の
江
戸
伝
」
も
「
上
津
屋
の
惣

兵
衛
」
も
共
に
肥
料
仲
買
人
で
あ
っ
て
盛
ん
に
油
糟
の
大
量
取

引
を
行
っ
て
い
る
。
叉
、
こ
の
絞
油
の
副
生
産
物
た
る
油
糟
は
、

広
大
な
る
稲
作
地
帯
を
附
近
に
持
っ
て
い
る
関
係
上
、
金
肥
と

し
て
盛
ん
に
歓
迎
さ
れ
、
こ
の
部
門
に
お
け
る
収
益
も
決
し
て

少
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
、
万
延
元
年
正
月
、

在
庫
の
油
糟
の
現
在
高
が
、
四
百
二
玉
も
あ
り
、
百
玉
が
金
十

三
両
余
の
価
格
を
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
一
年
中
を

逝
じ
て
、
肥
料
問
屋
と
し
て
、
叉
肥
料
小
売
・
店
と
し
て
、
売
り
出

し
た
油
糟
の
量
も
、
は
た
ま
た
金
額
も
、
莫
大
な
も
の
で
あ
っ



た
に
相
違
な
い
。
同
時
に
こ
の
こ
と
が
肥
料
の
購
入
側
に
お
け

る
貨
幣
の
獲
得
、
商
品
的
農
業
の
発
達
、
交
換
経
済
の
発
達
を

必
然
的
な
ら
し
め
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
商
品
を
農
民
が
買

う
と
い
う
こ
と
は
、
農
民
が
ま
た
商
晶
を
生
産
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
年
貢
の
生
産
者
と
し
て
、
全
余
剰
を
捧
げ
て
き
た

者
が
自
分
自
身
の
た
め
に
物
を
生
産
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
自
分
の
欲
す
る
物
を
手
に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
示
す
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
封
建
杜
会
の
基
調
を
な
す
自
給

経
済
的
生
活
体
と
し
て
の
農
村
が
、
商
品
経
済
の
発
達
、
貨
幣

経
済
圏
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
そ
の
渦
中
に
漸
次
捲
込
ま
れ
、
こ

こ
に
農
村
経
済
は
大
き
く
変
化
し
、
農
氏
を
し
て
商
晶
的
農
業

生
産
に
狂
奔
せ
し
め
る
結
果
を
来
た
し
た
の
で
あ
る
。

　
貨
幣
経
済
の
農
村
侵
蝕
、
そ
れ
に
伴
う
農
村
体
制
の
変
質
、

こ
こ
で
も
農
氏
の
封
建
的
束
縛
か
ら
の
解
放
と
、
幕
藩
体
制
動

揺
の
存
在
を
見
逃
す
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

（
註
一
）
　
「
種
滴
の
生
産
高
」

　
　
こ
れ
は
寛
政
二
年
戌
年
五
月
、
京
都
東
御
役
所
へ
、
油
の
生
産

　
高
を
報
告
し
た
覚
書
で
あ
る
、
表
向
き
の
生
産
高
の
大
体
を
知
る

　
封
嚢
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

こ
と
が
出
来
る
、
、

　
　
覚

天
明
八
申
五
月
よ
リ
酉
春
仕
事
に
至
る
。

　
潰
し
種
　
　
七
十
七
肩
六
斗
二
升

　
此
油
〆
　
　
拾
七
石
壱
斗
四
升
六
合

　
平
均
　
　
　
弐
斗
弐
升
八
匂
余

　
　
丸
市
う
リ
分
　
　
八
荷
候

　
　
　
代
銀
　
七
百
捨
壱
匁
壱
分

　
　
藤
七
う
リ
分
　
　
拾
三
荷
候

　
　
　
代
銀
　
壱
貫
弐
百
参
拾
弐
匁

　
　
○
○
う
リ
分
　
　
九
荷
候

　
　
　
代
銀
　
八
百
五
拾
弐
匁
八
分

　
代
銀
〆
　
　
弐
頁
七
百
八
十
五
匁
九
分

　
此
荷
数
〆
　
三
十
荷

　
　
此
油
　
　
七
石
八
斗

　
　
平
均
　
壱
后
に
付

　
　
三
百
五
十
七
匁
壱
分
七
厘

　
油
粕
売
平
均

　
　
五
百
八
十
五
匁

叉
春
仕
事
分

　
種
〆
　
　
三
十
弐
石

　
此
油
　
　
六
石
五
斗
九
升
四
合

　
平
均
　
　
弐
斗
六
合

種
合
　
百
九
石
六
斗
弐
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一
（
二
九
五
）
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油
合
　
弐
十
三
石
七
斗
四
升

　
平
均
　
弐
斗
壱
升
六
合
五
匂

な
た
ね
買
値
段
総
平
均

　
壱
石
に
付
　
九
十
匁
八
厘

右
之
通
、
寛
政
二
戊
年
五
月
京
都
東
御
役
所
へ
差
串
候
為
急
度

　
に
記
す
。

四
　
薬
種
商
人
と
し
て

　
先
祖
創
業
以
来
の
薬
種
商
と
し
て
の
老
舗
は
代
六
の
油
屋

弥
兵
衛
は
よ
っ
て
受
け
つ
が
れ
、
す
ば
ら
し
い
発
展
振
り
を

示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
薬
種
商
が
近
郷
に
お
け
る
独
占

的
営
業
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
繁
昌
と
、
大
な
る
収
益
は
当

然
の
緒
果
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
天
明
、
寛
政
、
享
和
年
代

は
不
明
瞭
で
あ
っ
た
経
営
も
、
文
化
以
降
に
は
、
薬
の
種
類
、

価
格
、
数
量
、
等
お
よ
そ
の
経
営
規
模
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。
即
ち
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
此
の
棚
卸
し
一
覧
表
か
ら
考
察
す
る
に
、
米
一
石
代
銀
六

十
匁
替
、
と
い
、
つ
時
代
に
合
計
銀
二
十
貫
匁
以
上
の
薬
種
を

も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
如
何
に
手
広
く
薬
種
商
を
経

表覧一
晶薬卸棚

．
．
，
ジ
一
「
．
．

　
算
額
換　
　
厘

　
て　
　
２

計
し
分

　
と　
　
４

　
円合
千
匁

　
２
　
１
３

口
万
　
７

宏
－
　
頁

　
瓦
２
０

棚
－
　
米
　
（

匁
６
０＠瓦

－米

円万
５
０４格価幣貨現

■ｏ

厘６分２匁
３
９７貫

２
１

匁萄＠瓦
－米 四

二
（
二
九
六
）
、

円万
８
０

一
り

格価幣貨現

姜良

　
厘
４

櫃
分
８
・

　
包
５
・

１
０
銀
２

代
慣
Ｌ

黄大鍋鈷

　
厘
３

櫃
分
Ｌ

　
匁
７
・

１
０
銀
２

一
　
厘
３

一
丸
分
９
・

一
　
　
匁
．

一
　
　
　
４
一

一
５
銀
２
３

一
代
で
４
・

　
厘
３

櫃
分
Ｌ

　
匁
７
・

１
０
銀
２

代
貨
２
・

ウ
　
　
　
厘
５

ヨ
麹
一

ギ
　
櫃
分
Ｌ

　
　
　
匁
グ

金
一
・
。
楓

　
　
１
」
甲
．
、

　
砂
．
千
分
１
１

　
　
［
ノ
　
　
　
８

　
　
　
匁
糺

　
そ
　
帥
銀
ｕ

　
圧
一
代
貫
Ｌ

　
厘
３

丸
分
９
・

　
忽
４

５
銀
２
３

代
貨
４

　
厘
５
．

一
櫃
分
Ｌ

一
　
匁
・

一
　
　
９

一
１
０
銀
２
５

一
代
貨
Ｌ

厘３分９匁
７
７８頁

２
２

匁
６
０＠瓦

－米

円万
５
７４格価幣貨現

　
塵

櫃
分
４
・

　
匁
８
・

１
０
銀
－

代
賀
１
・

　
厘
櫃
分
　
匁
一

１
０
銀
１
０

代
貫
２
・

　
厘
５

櫃
分
２
・

　
タ
０
・

１
０
銀
２
３

代
貨
Ｌ

　
円

厘
匁
万

５
６
０
７
４

匁
＠
３
８
格

著
価
頁
－
幣

１
８
米
貨

　
現上同上同

　
厘
．

　
　
１

千
．
　
分
．

ノ
　
　
　
８

　
匁
３
．

、
３
０
銀
１
２

　
代
肌
Ｌ

　
厘一
斤
分
斤
　
上

６
匁
８
．
　
６

一
。
楓
・
。
崎
同



来帰山

　
厘
８

櫃
徐
２
・

　
匁
０
・

！
０
銀
’
２
６

代
貞
Ｌ

櫃

１
０
銀
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め
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厘
３

櫃
分
３
・

　
匁
３
・

一
２
０
銀
’
１
２

一
代
貫
１
・

子榔棲黄
櫃

麻桝胡

　
　
　
　
　
櫃

　
　
　
　
　
１
０
銀

　
厘
８

櫃
昼
８
．
　
　
櫃

　
匁
９
．

１
０
銀
１
８
　
　
１
０
銀

代
貨
２
・

　
厘
４

櫃
分
２
・
　
　
櫃

　
匁
２
・

１
０
銀
６
　
　
１
０
銀

代
賀
３
・

櫃
艘
６
櫃
別

　
狙
Ｏ
　
－

１
。
織
山
、
僚
一
１
。
織
山
加
微
｝
」
停
町
１
。
欄
岬

　
厘
３
　
１
「

　
分
」
櫃
３
・
植

　
匁
３
・
　
５
・
一

、
憶
・
。
臓
、
慌
・
。
臓
一
、
欄
似
需
節

Ｌ
：
■

斤
３
０

銀代

匁
３
９３

－
　
－
　
－
　
　
　
－
コ
　
　
　
一
　
－
　
　
　
一
■

ｉ
　
Ｉ
■
’
’
－
　
　
１
’

－
！
，
１
■
　
　
ｔ
‘
厘

』
　
１
一
１
　
，
’
　
　
ｉ
　
　
■
１
「
－
－
－

厘
８

２
．

上

凹

任
．
２

１

櫨
タ
ガ
櫃

匁
．
Ｏ

匁

５
●

１

篤
…
１
０
銀
賢
１
２
１
０
銀
巧
代
１
・
代
止

同

｝
，

’

１
■
１
’
ー
ヨ
ー
■
１
，
１
厘
３

厘
２

－

任
・
３

櫃

分

上

包
．
３

匁

１

’

慌
・
。
織
｛

１

－１

同

’

一

＝
　
　
　
１
　
　
「
’
　
■
　
　
■
１
■
一

’

　
■
　
　
，
■
，
　
■
■
　
■
　
厘
８

「
任
．
　
８

櫃
分
．
８

毎
．
９

匁

－
一

銀
１
８

１
■皿

代
賀
２
・

’鴻
山

’

■
ヨ
□
　
　
１
　
　
　
　
　
１
，

■－
■
－
ｉ

１

１
厘
６

Ｔ
－
１
１
一

■

櫃

分

’

上

坦

、
機
山

１
０
銀
４

’

－
ｉ
「
－
－
１
一
一
一
べ
箏
∴
討
静
∴
，

』■
■

■
，

』

斤
３
５

銀代

匁
３
９３

斤
３
０

銀代

匁
３
９３

上同

　
　
　
　
’

年
末
在
一
年
末
在

〇
　
　
　
　
　
一
１

１
月
　
　
一
－
月

化
　
　
　
一
化

文
１
２
現
一
文
１
２
堤
一

営
し
て
い
た
か
が
う
か
が
え
る
わ
け
で
あ
る
。
薬
も
、
胃
腸
、

要
、
帯
息
、
解
毒
、
殊
癬
、
痘
瘡
等
、
巳
常
必
需
の
薬
で
あ

る
。
幕
末
終
期
の
経
営
と
し
て
は
、
万
延
元
年
の
農
貫
巳
録
。

に
「
販
上
薬
」
と
し
て
、
叉
文
久
元
年
の
農
賢
日
録
に
は

「
販
薬
」
と
し
て
店
販
売
の
日
記
が
あ
る
。
・
幕
末
ま
で
営
業

が
つ
ず
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
今
に
薬
の
調
合
、
粉
薬

製
造
の
器
具
が
存
し
て
い
る
。
薬
種
商
と
し
て
、
近
郷
農
氏

の
需
要
は
勿
論
、
薬
種
商
伸
間
と
も
盛
ん
に
取
引
し
た
の
で

あ
っ
て
ぺ
貨
幣
収
入
、
貨
幣
経
済
に
よ
る
彼
の
権
勢
は
、
此

の
利
潤
多
き
薬
種
商
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
部
面
が
少
く
な
い

の
で
あ
る
（
立
命
館
経
済
掌
第
二
巻
第
一
号
拙
稿
「
近
世
山
城
に
お

け
る
在
郷
商
人
の
商
業
経
営
に
つ
い
て
」
九
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

　
尚
こ
の
薬
種
商
に
よ
る
封
建
制
解
体
へ
の
影
響
は
、
米
穀

商
、
或
は
絞
湘
商
人
と
し
て
の
場
合
と
お
よ
そ
そ
の
軌
を
一

に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
、

年
末
在

８
月
化
丈
１
２
現

年
末
在

９
月
化
文
１
２
現

）イ（

封
建
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

五
　
土
地
兼
併
商
人
と
し
て

幕
末
前
期
に
お
け
る
土
地
集
中
彩
態

　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
（
二
九
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

“
』

表覧一
中集地土

容内買

　
件
　
３
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歩
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０
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延
け

　
件
　
別
　
計

｝

１
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計

引
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♂

１
↓
　
　
　
１
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渡
し
　
渡

凹
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ユー
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■
－
１皿
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０
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８
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０
４
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四
四
（
二
九
八
）

　
延
宝
の
頃
は
僅
か
一
反
余
の
小
前

か
ら
出
発
し
た
油
屋
兵
衛
は
、
高
利

貸
付
、
絞
油
商
経
営
、
米
穀
取
引
、

薬
種
商
経
営
と
当
時
に
お
け
る
重
要

な
る
商
業
部
門
を
一
手
に
引
受
け
て

経
営
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
莫
大
な

る
収
益
は
必
然
的
に
土
地
の
集
中
、

購
入
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
に
至
っ
た
。

却
ち
土
地
の
集
中
面
積
は
文
化
年
代

か
ら
再
び
上
昇
を
示
し
、
天
保
年
代

に
は
遂
に
最
高
位
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
即
ち
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
有
の
土
地
集
中
一
覧
表
に
よ
っ
て

明
ら
か
な
如
く
合
計
六
町
一
反
二
十

一
歩
の
土
地
が
四
十
年
間
（
軸
赦
靴
）
に

集
中
さ
れ
、
そ
の
証
文
も
総
数
百
十

一
通
の
う
ち
五
十
五
通
に
達
し
て
い

る
、
土
地
集
中
が
盛
に
行
わ
れ
た
此



の
時
代
が
油
屋
弥
兵
衛
の
家
運
最
盛
の
時
代
で
あ
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
集
中
さ
れ
た
土
地
の
経
営
は
こ

れ
を
殆
ん
ど
小
作
に
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
代
の
下
作

証
文
も
多
数
今
に
存
す
る
。
今
小
作
形
式
に
つ
い
て
そ
の
一
、

二
例
を
あ
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

例
Ｈ
　
小
作
年
貢
が
金
納
の
場
合
　
　
当
時
す
で
年
貢
が
物
納

で
な
く
金
納
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
農
村
が
深
く
貨
幣
経
済

の
渦
中
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
叉
畿
内
農
村
と
し

て
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

　
　
　
下
作
証
丈
之
事

一
字
河
原
藪
地
壱
ケ
所

　
右
薮
地
当
立
毛
共
来
ル
戊
年
よ
リ
卯
年
迄
六
ケ
年
之
間
下
作
仕
侯

処
実
正
也
尤
為
御
年
貢
銀
百
三
拾
目
宛
毎
年
十
一
月
晦
旦
限
に
急
度

上
納
可
仕
候
然
る
上
年
規
之
節
当
立
之
通
立
竹
仕
差
上
可
申
候
万
一

年
貢
銀
不
納
仕
候
は
ば
右
藪
地
御
取
上
げ
可
被
成
其
時
：
蕎
申
間
敷

候
為
後
旦
下
作
一
札
価
而
如
件

丈
化
十
酉
年
十
一
月
日

油
屋
弥
兵
衛
様

例
臼
　
年
貢
が
米
の
場
合

古
市
村
下
作
人

　
伊
　
兵
　
衛

封
建
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

＠

　
　
　
　
下
作
一
札
の
事

　
　
一
、
松
屋
敷
口
藪
地
米
壱
石
に
相
定
下
作
仕
候
所
実
正
也
然
上
は
毎

　
年
霜
月
晦
日
限
に
ー
無
相
違
相
納
可
申
侯
万
一
遅
滞
仕
候
は
ば
右
藪
地

　
御
取
上
げ
可
被
成
候
其
時
；
貢
申
間
敷
候
為
後
昌
之
下
作
証
文
価
而

　
如
件

　
　
文
政
十
一
年
子
極
月
　
　
　
　
　
　
　
下
作
人
　
竹
右
衛
門
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
　
人
　
重
右
衛
門
圃

　
　
　
油
星
弥
兵
衛
殿

例
昌
　
　
「
本
物
返
し
譲
渡
」
の
形
式
で
集
中
さ
れ
た
田
畑
を
一

た
ん
持
主
た
り
し
本
人
に
小
作
せ
し
め
た
が
譲
渡
金
が
返
還
さ

れ
な
い
た
め
、
そ
の
田
畑
が
永
久
に
油
屋
の
手
に
帰
し
た
も
の

と
し
て
次
の
如
き
珍
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
下
作
一
札
の
事

　
　
一
、
字
大
塚
畑
田
三
ケ
所
合
愁
下
作
仕
候
処
実
正
明
白
也
則
御
本
所

　
様
御
年
貢
上
納
差
引
仕
残
米
三
石
毎
年
十
一
月
晦
巨
限
に
１
相
納
可
申

．
　
侯
万
一
相
滞
侯
は
ば
右
地
何
時
に
而
も
御
取
上
他
人
江
御
当
可
被
下

　
候
其
時
；
貢
申
間
、
敷
侯
以
上

　
　
文
政
二
年
卯
極
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
作
人
　
清
右
衛
門
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
人
善
兵
衛
＠

　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
此
田
地
文
政
六
年
未
極
月
弐
貫
五
百
匁
本
物
に
．
成

　
と
あ
り
、
文
政
六
年
に
弐
貫
五
百
匁
で
油
屋
の
本
物
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
（
二
九
九
）



、
、
！

■
■
，
・
　
｝
箏
，
　
、
　
．

｛
ｉ
，
↓
－
古

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）
・

た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
働
　
年
貢
の
収
納
に
は
毫
未
の
譲
歩
も
し
な
い
と
い
っ
た
き

び
し
い
年
貢
の
取
立
て
を
行
っ
た
こ
と
を
知
ら
し
て
呉
れ
る
も

の
と
し
て
小
作
人
か
ら
油
屋
弥
兵
衛
に
あ
て
た
年
貢
延
納
の
歎

願
書
が
あ
る
。

　
　
　
　
一
　
札

　
一
、
米
弐
眉

　
　
右
者
当
年
貢
米
不
納
仕
候
に
■
付
段
々
獅
催
促
被
下
候
へ
ど
も
差
詰

　
難
渋
仕
処
色
々
御
頼
申
上
候
而
来
午
三
月
朔
日
迄
御
猶
予
御
頼
申
上

　
候
処
御
承
知
被
下
処
存
致
候
然
上
老
右
限
月
迄
に
■
急
度
無
相
違
相
立

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
・
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
て
可
申
候
万
一
銀
子
調
達
不
仕
候
は
ば
私
屠
宅
井
建
具
類
御
引
取
売

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
払
可
被
下
候
共
時
：
一
百
申
間
敷
候
為
後
目
之
侃
而
如
件

　
　
天
保
四
年
巳
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
本
人
　
平
右
衛
門
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
親
類
伊
兵
衛
＠

　
　
　
油
屋
弥
兵
衛
殿

　
以
上
の
例
証
に
よ
っ
て
明
か
な
如
く
淋
屋
弥
兵
衛
は
そ
の
集

中
さ
れ
た
土
地
を
小
作
に
出
し
、
年
貢
は
共
の
年
の
十
一
月
末

日
迄
に
納
入
せ
し
め
、
納
入
出
来
な
い
場
合
は
土
地
を
取
上
げ

る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
年
貢
代
と
し
て
は
、
小
作
人
の
家
財

を
処
分
し
て
ま
で
取
立
て
を
行
う
と
い
っ
た
厳
し
い
経
営
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
（
三
〇
〇
）

を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
経
営
方
針
は
、
近

年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
大
地
主
と
し
て
栄
え
た

油
屋
の
一
原
因
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く

て
毎
年
十
二
月
末
の
油
屋
の
米
倉
に
は
自
作
米
も
併
せ
て
、
百

四
、
　
五
十
石
余
の
米
が
山
の
如
く
積
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る

．
（
地
米
と
し
て
文
化
八
年
十
二
月
三
十
一
目
、
百
三
十
五
石
、
文
化
九

年
、
百
五
十
二
石
、
丈
化
十
一
年
百
四
十
石
等
）
。

　
回
　
幕
末
終
期
に
お
け
る
土
地
集
中
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
幕
末
終
期
に
お
け
る
土
勉
集
中
の
状
態
を
一
覧
表
に
示
せ
ば

凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

肯
声
締
丑
目
隷

片
菖
ｅ
薗
灘
　
　
　
」
締
丑
曇
少

買
詳
（
｛
令
冨
）

Ｈ
河
｛
巽
　
ま
幣ト
田
　
ｑ
巽
ｏ
快
丑
蚕
　
り
勢
一
〇
快
Ｅ
　
　
－
、
胃

轄
睾
酷
薄
Ｈ
辛

報
津
（
¢
肯
童
）

ｏ
◎
周

ト
ヨ
　
　
　
り
巽
｛
誉
　
り
繋
Ｈ
◎
幣
↓
冷
蒼
Ｈ
痢
－
巽
旨
快

痔
津
（
¢
与
蔓
）

ｃ
河
ｏ
勢
　
ミ
愉ト
冷
田
り
巽
農
愉
ト
蛋
べ
同
ｑ
繁
轟
幣
青
田
　
－
河

右
の
一
覧
表
は
土
地
購
入
証
文
に
の
み
よ
る
集
中
面
積
で
あ

Ｑ



る
が
、
高
利
貸
付
に
よ
る
土
地
担
保
の
も
の
は
、
嘉
永
三
、
安

政
八
（
外
に
１
家
屋
敷
、
一
）
、
万
延
二
、
元
治
一
、
慶
応
一
、
外

に
文
久
に
家
・
屋
敷
二
、
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
末
終
期
に
も

相
当
の
土
地
両
積
が
彼
の
手
中
に
集
積
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　
か
く
て
万
延
元
年
の
小
作
人
数
は
、
四
十
名
小
作
年
貢
米
、
１

百
二
十
石
、
文
久
元
年
に
は
小
作
人
五
十
八
名
、
小
作
年
米
百

五
十
四
石
一
斗
、
に
達
し
、
明
治
十
四
年
に
は
小
作
耕
地
十
八

町
余
反
、
年
貢
米
、
二
百
三
十
二
石
七
斗
二
升
に
膨
張
し
、
乙

訓
郡
切
っ
て
の
寄
生
地
主
化
へ
の
途
を
歩
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
か
か
る
商
業
・
高
利
貸
資
本
の
土
地
集
中
へ
の
投
下
の
外
に
、

更
に
新
田
開
発
に
よ
る
地
主
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
即
ち
集
蓄
さ
れ
た
商
業
・
高
利
貸
資
本
を
、
多
大
の

出
費
を
必
要
と
す
る
開
発
事
業
に
投
下
し
た
の
で
あ
る
。
文
久

元
年
の
農
賢
日
録
に
「
か
さ
か
け
藪
ひ
ら
き
」
と
し
て
、
二
月

の
九
日
か
ら
五
月
八
日
ま
で
丸
三
ケ
月
間
、
人
足
賃
銀
二
十
六

貫
五
百
文
と
多
く
の
人
足
を
使
用
し
て
開
墾
し
て
い
る
日
記
が

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
新
田
開
発
に
よ
る
土
地
所
有
の
拡
大
と

　
　
封
甦
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
祭
（
足
立
〉

地
主
化
と
い
っ
た
両
の
性
格
も
、
決
し
て
見
落
し
得
な
い
の
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
開
発
地
か
ら
は
地
代
の
差
額
（
加
地
子
）

を
「
徳
米
」
と
し
て
収
奪
し
た
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
か
か
る
巨
額
な
商
業
・
高
利
貸
資
本
と
緊
密
に
緕
び

つ
い
た
土
地
集
積
は
、
そ
の
過
程
の
反
面
に
、
無
数
の
土
地
な

き
零
細
な
小
作
農
氏
を
彩
成
し
、
封
建
的
農
村
統
治
の
原
則
た

る
標
準
的
平
均
的
自
営
農
氏
の
維
持
の
政
策
は
、
次
第
に
影
を

う
す
く
し
、
封
建
体
制
は
こ
の
面
に
お
い
て
も
崩
れ
て
行
く
の

，
で
あ
る
。

六
　
経
営
労
働
力
の
確
保
に
つ
い
て

　
↑
Ｄ
　
幕
末
前
期
に
お
け
る
下
人
使
用

　
す
で
に
述
べ
た
如
く
彼
が
在
郷
商
人
と
し
て
、
高
利
貸
、
米

穀
取
引
、
薬
種
商
、
絞
油
業
、
肥
料
売
買
、
寄
生
地
主
等
多
方

面
に
耳
っ
て
、
盛
大
な
経
営
を
つ
ず
け
て
行
く
た
め
に
は
、
そ

の
た
め
の
労
働
力
の
確
保
、
即
ち
多
く
の
下
人
や
入
足
の
雇
傭

を
必
要
と
し
た
の
は
勿
論
で
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
を
如
何
に
確

保
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
っ
て
、
確
保
の
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
（
三
〇
イ
）



　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

態
阜
、
の
も
の
が
、
油
崖
弥
兵
衛
を
し
て
成
功
せ
し
め
る
一
要
因

を
担
っ
て
い
た
と
も
い
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
彼
が
多
く
の
使
用
人
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
家
に
残

る
諾
道
具
（
一
斗
入
り
の
飯
櫃
二
個
）
、
下
人
部
屋
、
記
録
等
に

よ
っ
て
、
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
下
人
の
雇
傭
条
件
に

つ
い
て
は
、
凡
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
丈
政
、
天
保
年
間
似
質
奉
公
一
覧
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
（
三
〇
二
）

幕
末
期
に
お
け
る
質
奉
公
人
一
覧
表

し
担
っ
て
い
た
と
も
い
い
得
る
の
で
あ
る
。

年
代

十
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
■
　
■

彼
が
多
く
の
使
用
人
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
は
、
同
家
に
残

丈
化

七

六

○

一

Ｏ

四

丈
政

五

三

一

○

二

一

四

り
諾
道
具
（
一
斗
入
り
の
飯
櫃
二
個
）
、
下
人
部
屋
、
記
録
等
に

天
保

三

一

○

○

三

○

三

弘
化

一

○

○

」

Ｏ

○

嘉
永

一
〇

一

○

ム
っ
て
、
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
下
人
の
雇
傭
条
件
に

囚

二

四

○

六

四

安
政

二

一

○

文
久

一

○

一

一

二

・
○

ノ
い
て
は
、
凡
そ
次
の
よ
う
で
あ
る
。

○

○

一

○

○

慶
応

一

一

○

○

○

○

一

－
　
　
－
；
－
‘
－
－
－
－
’
；
１
－
；
－
，
ｉ
』
　
　
－
－
’
－
’
ｉ
１
　
－
－
－
』
－
－
１
　
－
－
－
－
－
－
－
１
』
－
１
－
ｉ
１
’
－
－
－
１

丈
政
、
天
保
年
間
似
質
奉
公
一
覧
表

年
見
性
別

１

ヨ
　
　
ｉ
　
　
■
…
；
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
一
　
　
’
　
ｊ
　
　
　
－
」
　
　
　
一
　
　
’
一
＝
　
１
’
　
一
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
１
　
　
　
　
１
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
■

年
　
　
代

標
題
　
名
前

使
用
期
間

奉
公
の
種
類
　
　
身
　
　
　
　
代
　
　
　
　
金

親
　
　
権
　
　
者

１

文
政
元
、
八

一
札

善
吉

、

男

十
年

年
季
奉
公

銀
百
五
十
匁

鶏
冠
井
村
金
兵
衛

冬
政
五
、
三

一
札

多
　
吉

、

勇

十
二
年

年
季
奉
公

銀
二
百
匁

馬
場
村
庄
兵
衛

文
政
五
、
二
一

一
札

い
　
し

、

女

（
娘
）

一
　
年

年
季
奉
公

銀
　
百
匁

奥
海
印
寺
村
三
右
衛
門

文
政
九
、
四

一
札

与
三
吉

、

男

十
年

年
季
奉
公

部
一
熟
鱒
一

奥
海
印
寺
村
茂
兵
衛

天
保
三
、
十
一

一
札

岩
吉

、

男

十
年

年
季
奉
公

神
足
村
作
衛
門

天
保
九
、
二

一
札

平
吉

、

男

十
年

年
季
奉
公

銀
百
二
十
匁
　
正
月
、
七
月
両
度
に
。
綿
入
一
、
単
衣
一
、
仕
着
せ

馬
場
村
九
有
衛
門

天
保
十
五
、
八

一
札

友
吉

、

男

十
年

年
季
奉
公

銀
百
三
十
匁
　
正
月
、
七
月
、
両
度
　
に
綿
入
一
・
単
衣
一
・
仕
着
せ
　
今
里
村
伊
兵
衛

　
右
表
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
る
如
く
、
所
謂
質
奉
公
に
よ
る
居

消
制
度
の
年
季
奉
公
で
あ
っ
て
、
十
年
、
或
は
十
二
年
の
長
期

間
、
僅
か
に
給
銀
百
五
十
－
匁
か
ら
二
百
匁
（
当
時
米
一
石
、
銀
六

十
匁
か
ら
百
匁
）
で
あ
る
か
ら
、
米
二
石
前
後
の
価
格
で
も
っ
て

下
人
を
十
年
間
も
強
制
的
に
使
用
し
得
た
わ
け
で
、
実
に
廉
価

此
の
上
な
い
下
人
労
働
力
を
収
傘
し
た
の
で
あ
る
、
富
豪
へ
の



一
原
因
が
こ
こ
に
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
反
面
、

か
か
る
廉
価
極
ま
る
給
銀
で
も
っ
て
搾
取
さ
れ
る
こ
と
を
知
り

つ
つ
も
、
な
お
無
条
件
で
そ
の
労
働
力
を
売
ら
ね
ば
な
ら
な
い

貧
窮
農
氏
が
少
く
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
貧
窮
農
氏
が
如
何
に
窮
迫
せ
る
生
活
を
し
、
安
い
給
銀
で

自
分
達
の
家
族
を
売
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
の
実
例
を
あ
げ

る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
一
　
札

　
一
、
此
多
吉
と
申
者
私
枠
紛
無
御
座
候
処
当
午
年
三
月
よ
リ
来
る
辰

　
三
月
迄
丸
年
十
ケ
年
之
間
御
奉
公
に
差
串
し
侯
処
実
正
明
白
也
尤
為

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
給
料
銀
百
五
拾
目
被
下
憧
受
取
申
候
尤
仕
漕
之
義
者
貴
家
様
御
家
風

　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
之
通
被
成
可
下
候
此
者
年
規
之
内
取
逃
、
欠
落
叉
者
何
角
と
事
寄
不

　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
奉
公
仕
候
は
ば
早
速
人
代
相
立
定
之
通
御
奉
公
為
相
勤
可
申
候
右
之

　
外
如
何
様
之
六
ケ
敷
義
閏
来
仕
候
共
清
印
之
我
等
罷
出
急
度
堵
明
貴

　
殿
江
少
茂
御
難
渋
相
懸
申
間
敷
候
為
後
証
之
個
而
如
件

　
　
丈
政
五
年
午
三
月
　
　
　
　
　
馬
場
村
　
親
　
庄
三
郎
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
公
人
　
多
　
　
吉
＠

　
　
　
滴
屋
弥
兵
衛
殿
　
　
請
人
弥
　
七
＠

　
こ
の
よ
う
な
厳
重
な
約
東
で
、
十
年
間
、
給
銀
百
五
十
匁
と

い
っ
た
安
い
賃
銀
で
伜
を
奉
公
に
出
し
た
百
姓
、
庄
三
郎
は
更

に
経
済
的
に
行
詰
っ
て
、
同
年
同
月
に
丸
二
年
間
を
給
銀
、
五

　
　
封
建
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

十
匁
で
も
っ
て
質
奉
公
の
追
加
契
約
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
り
に
、
陣
多
吉
が
子
供
で
奉
公
に
出
た
と
し
て
も
十
年
後
に

は
成
人
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
成
人
し
た
働
き
盛
り
の

多
吉
を
丸
二
年
間
、
米
一
石
に
も
足
り
な
い
金
額
、
銀
五
十
匁

で
質
奉
公
人
と
し
て
雇
傭
し
得
た
彼
油
屋
弥
兵
衛
の
立
場
を
考

え
る
と
き
、
彼
が
如
何
に
、
下
人
労
働
力
の
上
に
寄
生
し
、
吸

著
し
、
有
利
な
商
業
経
営
を
続
け
て
い
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
添
加
証
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
添
証
入
之
事

　
一
、
別
紙
之
通
御
奉
公
に
差
串
侯
而
給
料
憧
に
受
納
仕
侯
所
無
挽
入

　
用
に
．
付
外
に
銀
子
五
拾
目
借
用
仕
候
に
付
無
滞
御
奉
公
相
勤
候
上
に
．

　
而
丸
ニ
ケ
年
御
奉
公
為
勤
可
申
侯
万
一
不
奉
公
仕
ら
ば
元
利
共
急
度

　
御
算
用
可
仕
候
為
後
同
之
一
札
依
而
如
件

　
　
文
政
五
年
午
三
月
　
　
　
　
　
　
　
親
　
　
　
庄
三
郎
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
公
人
　
多
　
　
吉
＠

　
　
　
あ
ぶ
ら
屋
弥
兵
衛
殿
　
　
　
　
　
請
　
人
　
弥
　
　
七
圃

　
回
　
幕
末
終
期
に
お
け
る
下
人
使
用

　
前
掲
「
幕
末
期
に
お
け
る
質
奉
公
人
一
覧
表
」
に
明
ら
か
な

如
く
、
嘉
永
、
安
政
時
代
は
十
名
～
二
十
名
の
質
奉
公
八
を
使

用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
外
に
、
賃
労
働
者
（
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
三
〇
三
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
音
）

の
日
稼
、
或
は
常
用
の
使
用
人
）
を
加
え
れ
ば
随
分
多
人
数
に
上

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
万
延
元
年
の
「
農
質
日
録
」
に
よ
る
と

　
　
　
　
「
飯
米
入
用
覚
」

　
正
月
十
七
目

〃〃〃〃

一
、
五
斗

二
十
一
目

一
、
五
斗

二
十
二
日

一
、
五
斗

二
十
六
目

一
、
五
斗

二
十
七
目

一
、
も
ち

五
斗

下
　
米

古
米

手
作
米

古
　
米

　
と
い
っ
た
調
子
で
凡
そ
二
日
に
五
斗
の
飯
米
を
使
用
し
て
い

る
。
勿
論
繁
閑
の
時
期
に
よ
っ
て
、
使
用
人
数
に
増
滅
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
前
述
の
如
く
雑
穀
を
除
い
て
な
お
米
の

み
で
五
斗
と
い
う
消
費
量
か
ら
考
え
て
、
多
忙
な
時
は
恐
ら
く

百
人
前
後
の
賃
銀
労
働
者
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

今
、
文
久
元
年
の
農
賢
日
録
中
よ
り
傭
人
の
実
体
を
知
ら
し
て

呉
れ
る
も
の
を
ひ
ろ
う
と
次
の
如
く
で
あ
る
、

　
　
　
　
「
や
と
ひ
人
」

○
門
原
山
ち
も
ち

五
〇

（
三
〇
四
）

　
五
人
半
　
　
　
　
　
　
　
　
長
次
郎

　
　
賃
ぜ
に
　
一
貫
五
百
五
十
文

　
二
人
半
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
次
郎

　
　
賃
ぜ
に
。
七
百
五
十
丈

四
人
半
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
　
　
松

　
　
賃
ぜ
に
１
　
一
貫
三
百
五
十
文

　
二
人
半
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
三
　
郎

　
　
賃
ぜ
に
　
七
百
五
十
文

○
滴
荷
仕
事

正
月
伏
見
行

滴
荷
　
十
人
　
　
　
　
　
　
　
長
　
次
　
郎

　
　
代
曾
に
１
　
一
貫
五
百
文

六
月
　
滴
荷
　
五
人
　
　
　
　
　
　
　
　
九
郎
左
衛
門

　
　
晋
に
　
百
八
十
四
丈
渡

七
月
廿
三
日
　
伏
見

　
油
荷
　
八
人
　
　
　
　
　
　
　
　
九
郎
左
衛
門

　
　
晋
に
１
　
一
頁
弐
百
文
八
月
一
目
渡
し

七
月滴
荷
廿
三
人
一
雌
群
、
伊
勢
行
一

二
貫
六
百
文

○
井
戸
修
理



六
月
一
日

　
一
、
一
人
　
　
　
　
清
兵
衛

　
　
手
伝
　
新
太
郎
、
磯
松

六
月
十
一
目

　
一
、
一
人
　
　
手
伝
　
勝
龍
寺
村
　
長
左
衛
門
、

　
　
晋
に
■
弐
百
五
十
文
　
長
左
衛
門
渡
し

六
月
十
二
冨

　
一
、
一
人
　
　
　
　
　
手
伝
　
新
太
郎
　
磯
松

　
　
〆
三
人
　
九
百
文
渡

合
壱
頁
百
五
十
文

○
新
田
開
発
事
業

　
一
、
か
さ
か
け
や
ぶ
ひ
ら
き

　
　
三
月
二
十
七
目

　
　
半
左
衛
門
　
　
源
三
郎
　
　
伊
之
介

　
　
善
右
衛
門
　
　
清
次
郎
（
半
）

　
　
三
月
二
十
八
貝

　
　
半
左
衛
門
　
　
源
三
郎
　
　
伊
之
介

　
　
善
左
衛
門
　
　
清
次
郎
（
一
人
）

二
、
○
○
藪
地
持
　
　
　
中
、
　
庄
五
郎

　
西
分
　
　
百
二
十
三
荷

　
中
　
　
四
十
一
荷

四
月
七
巨

　
吉
兵
衛
潜
次
郎
清
吉

封
建
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

新
太
郎

、

　
　
伊
之
助
　
友
　
吉
　
宜
　
正

　
　
四
月
八
旦

　
　
吉
兵
衛
　
清
　
吉
　
伊
之
介

　
　
弥
三
郎
（
半
目
）
　
　
庄
五
郎

○
滴
仕
事

　
こ
れ
は
一
年
を
春
夏
萩
冬
四
季
に
．
わ
か
ち
、
更
に
月
毎
に
■
上
、

　
下
と
三
分
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
賃
銀
が
わ
リ
閏
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば

　
　
　
春
之
分

一
匁
六
分

一
匁
三
分

一
匁秋
之
分

二
匁一
匁
六
分

一
匁
二
分

二
匁一
匁
六
分
二
厘

一
匁
二
分

二
匁
五
分

二
匁一
匁
五
分

二
匁
四
分

一
匁
八
分
九
厘

一
匁
五
分

三
匁
二
匁
四
分

一
匁
八
分

従
つ
て
賃
銀
の
算
定
も
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
次

秋
　
六
上

〃
　
四
上

冬
　
六
上

〃
　
四
上

大
工
手
伝

油
荷
五
人

廿
三
人

　
五
人

　
五
人

　
五
人

一
人

五
十
五
匁
二
分

十
二
匁

十
匁
八
分

十
匁
五
分

一
匁

八
匁
五
分
五
厘

郎

五
一
（
三
〇
五
）

中
、



立
命
館
経
済
掌
（
第
二
巻
。
・
第
三
号
）

種
は
か
リ
　
五
人
　
　
八
匁
五
分

五
二
（
三
〇
六
）

○
雑
傭
人

　
此
の
外
大
工
、
畳
師
、
牛
つ
か
ひ
、
肥
持
ち
、
使
走
り
（
大
阪
行

　
等
）
米
な
ほ
し
共
の
他
の
雑
仕
事
の
傭
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

幕
末
終
期
（
自
弘
化
至
慶
応
）
に
■
拍
け
る
質
奉
公
一
覧
表

年

代

弘
化
三
、
　
三

嘉
永
元
、
十

　
　
二
、
　
ニ

　
　
ニ
、

　
　
三
、
正
月

　
　
三
、
　
六

　
　
三
、
十
二

　
　
六
、
正
月

　
　
六
、
　
三

　
　
六
、
　
六

　
　
六
、
　
九

安
政
四
、
　
三

　
　
四
、
十
二

文
久
二
、
正
月

慶
応
二
、
十
二

標
　
題

三
一
一

一
　
札

年
季
奉
公

一
　
札

　
　
札

正
　
札

奉
公
人

一
　
札

一
　
札

一
　
札

一
　
札

一
　
札

一
　
札

一
　
札

一
　
札

一
　
札

奉
公
人

一
　
札

名

前

与
　
　
吉

享
三
吉

か
　
　
ち

長
治
郎

常
　
　
吉

善
右
衛
門

友
　
　
吉

よ
　
　
つ

も
　
　
　
と

亀
次
郎

磯
　
松

茂
　
吉

と
　
　
み

ま
　
　
ん

生
　
Ｕ

介
　
　
旦
月

　
男
　
男
（
十
五
歳
）

　
女
　
男
（
章
四
歳
）

男娘勇男女女

（
十
四
歳
）

　
男
　
男
　
男
　
娘
　
女
（
十
三
歳
）

使
用
期
閻
奉
公
の
種
類

丸七七五二一一

年年年年年年

六
ケ
月

八
　
年

十
　
年

八
　
年

八
　
年

八
　
　
年

　
ケ
年

半
ケ
年

七
　
年

年
季
奉
公

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　
　
身
　
　
代
　
　
金

銀
百
五
十
匁
　
せ
ん
だ
く
料
金
三
分
、

正
月
・
七
月
両
度
に
．
綿
入
一
、
単
衣
一

銀
百
五
十
匁
　
夏
、
浅
黄
染
手
織
単
衣

　
一
、
冬
綿
入
一

銀
二
百
匁

　
正
月
、
七
月
に
綿
入
一
、
単
衣
一

倫
三
両
二
分

銀
二
百
匁

銀
百
匁

銀
百
匁

銀
百
五
十
匁

銀
二
百
匁

　
正
月
、
七
月
に
綿
入
一
、
単
衣
一

銀
二
百
匁

金
二
両
二
分

不
　
　
明

銀
　
二
匁

銀
六
十
匁

金
　
七
両

親
権
者

与
　
四
　
郎

勘
左
衛
門

清
左
衛
門

清
左
衛
門

善
　
　
七

弥
左
衛
門

善
　
　
七

長
右
衛
門

作
左
衛
門

助
左
衛
門

太
左
衛
門

一

嘉
平
次

勘
右
衛
門

重
左
衛
門

善
太
郎

’



　
以
上
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
蓄
積
さ
れ
た
商
業
・
高
利

貸
資
本
を
、
単
に
商
品
（
滴
、
菜
、
米
、
薬
、
土
地
等
）
の
商
売
に

投
下
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
貧
窮
農
氏
に
貸
付
を
行
っ
て
、
所

謂
質
物
奉
公
と
呼
ば
れ
る
債
務
収
隷
的
な
奉
公
人
を
、
　
「
家
内

労
働
」
に
吸
収
し
、
更
に
貧
氏
を
極
め
て
安
い
賃
銀
で
多
数
雇

傭
し
て
、
そ
れ
等
の
上
に
寄
生
し
、
吸
著
す
る
こ
と
に
よ
っ
．
て

　
　
所
謂
他
人
労
働
力
の
搾
取
、
収
奪
に
よ
っ
て
　
　
彼
は
成

功
街
道
を
長
い
時
代
に
亘
つ
て
歩
ん
だ
と
一
言
っ
て
過
言
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

　
「
治
本
策
」
に
「
今
郷
に
大
農
あ
れ
ば
必
ず
業
を
失
う
小
農

あ
り
。
い
か
ん
と
な
れ
ば
大
農
は
財
力
を
も
っ
て
人
を
役
す
。

是
人
の
力
を
奪
て
自
ら
力
を
人
に
か
さ
ず
。
是
小
農
の
便
を
防

ぐ
也
。
夫
小
農
は
自
ら
佃
し
で
衣
食
に
足
ら
ざ
る
も
の
は
大
農

に
役
し
て
金
銭
を
得
る
を
利
と
す
…
…
」
と
あ
る
が
、
豪
商
洲

屋
弥
兵
衛
を
中
心
と
す
る
農
村
の
窮
乏
が
深
化
し
、
農
氏
の
生

活
が
苦
し
く
な
る
や
、
彼
等
の
多
く
は
油
崖
の
高
利
貸
資
本
、

商
業
資
本
の
支
配
に
隷
属
し
、
そ
の
収
奪
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
借
金
を
し
て
も
払
い
得
な
い
小
農

　
　
封
建
体
制
崩
壊
に
．
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

民
、
或
は
家
督
、
家
・
屋
敷
を
担
保
に
し
て
没
落
の
運
命
を
辿

っ
た
貧
窮
農
民
は
人
身
売
買
的
な
彫
式
に
よ
っ
て
、
彼
の
商
業

経
営
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
幕
末
に

近
ず
く
に
従
っ
て
、
農
氏
の
経
済
生
活
は
極
度
に
不
安
定
化
し
、

貧
富
の
懸
隔
は
益
六
甚
だ
し
く
な
り
、
農
村
の
変
質
、
封
建
的

体
制
の
動
揺
が
漸
く
顕
著
化
し
、
封
建
制
杜
会
の
解
体
に
何
の

未
練
を
も
持
た
な
い
と
い
っ
た
農
氏
心
理
、
む
し
ろ
封
建
社
会

の
廃
滅
を
望
み
、
変
革
を
待
ち
こ
が
れ
る
と
い
っ
た
封
建
杜
会

の
末
期
的
心
理
状
態
が
作
り
出
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

七
　
貨
幣
資
本
の
集
積
に
つ
い
て

　
す
で
に
く
り
か
え
し
述
べ
た
よ
う
に
、
油
崖
弥
兵
衛
の
商

業
・
高
利
貸
資
本
は
、
近
郷
の
貧
窮
農
民
層
の
上
に
吸
著
し
、

各
種
重
要
商
業
部
門
を
は
じ
め
、
或
は
商
都
大
阪
に
お
け
る
超

藩
的
、
反
封
鎖
経
済
的
な
商
業
経
営
に
投
資
さ
れ
、
そ
の
結
果

と
し
て
莫
大
な
白
由
な
貨
幣
財
産
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
か
か
る
自
由
な
貨
幣
資
本
は
繰
り
返
し
、
土
地
、
生
産

物
、
高
利
貸
、
商
業
経
営
等
に
投
下
さ
れ
、
絶
え
ず
膨
張
を
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
（
三
〇
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

五
四
（
三
〇
八
）

表

覧
－

幣
貨
１持所

銀
一
金

銀
．
貯預銀銀古判

、

／
　
　
．

匁
替
匁

Ｏ
Ｏ
匁
５
０
、

儒
蟻
一

鰯
餐
鼠
搬

対
天
一
し
禦
・

　
　
　
８

匁
５
０７匁４８ユ

　
匁

銀
７
６

代
２

両
替
匁

４
匁
祭

２
６
代
１

匁
ｏ
ｏユ貫１

匁
替
匁

４
匁
　
ｉ
〕

８
０
銀
石

１
１
５
代
２

金
一
両
替
午

　
一
匁
ｍ
．

古
一
・
。
醐
欝
一

両
　
上

両
替
匁

７
炊
菰

　
６
代

両
　
上

汝如２貫２

２
０

同

半ト
ー
神

■
峰
一
－

倫
■

歩
．
　
■

’
訂万
　
匁
■

　
銀
卿

５
代
。
、
一

歩
　
匁
．

　
　
０

２　
　
８

胴
蟻
、

両
替
匁

炊
銀
２
０

５
６
代
３

　
　
匁

両
替
　
　
８
０

狐
灘
■
１
つ
ム

２
０

上同
同

　
　
分
厘

分
替
７
５

漂
９
匁
鴇
努

－
　
代

　
　
　
匁

両
替
Ｏ
■

禽
蜘
一
　
替
匁

一
両
分
４
５

一
　
２
　
　
１

一
２
０
澗
銀
貫

一
　
“
代
２

一
上
稗
匁

「
脈
蕩

一
厚
代
ノ

一
分
替
。
匁
一
薯

一
燃
蛉
ぺ
倣
歎

金
一
裟
匁
…

朱
－
擁
器

弐
一
ユ
６
代
・
一

代年

年
日
在
一

８
末
化
月

丈
１
２
現

　
　
匁

両
替
幻
蛎
燃

年
日
在
■

９
末
化
月

文
１
２
現

匁
Ｆ
〇
　
一

一
嘗
匁
、
繋
粉
一

一
跳
裁
一
。
両
箸
２
匁
、

■
ｓ
６
代
　
　
ユ
ー
代
６
８
一

年
日
在

１
０
末

化
月

文
１
２
現

年
日
在

１
１
末

化
月

丈
１
２
現

他の其
一
計合鍵

銀掛子母頼金用御

　
厘
　
４
　
分
　
２
　
匁
　
船

　
９
－
畏
貫

全
叱
１
↓

　
匁

　
６
８
銀
７

　
厘
　
６
　
分

　
○
ム
　
匁

　
３
９
　
７
畏
貫

全
ヅ
　
ー

銀

匁
６
８７

厘
）
当
一

舶
。
円
担

３
替
ｏ
ｏ
に
一

匁
匁
２
，
円

梛
雪
６
万

貫
－
石
２
７

畏
１
２
（
約
一

べ
董
　
　
　
　
　
　
．
一

厘
）

算
匁
拓

９
３
石

Ｆ
０
　
　
１
１

貫
米

１
７
（

厘

　
５
　
匁
　
６
　
晦

銀
２
５

銭

　
匁

　
６
８
銀
７

銀

並
一

　
厘
）

　
６
替
分
匁

如
６
０

　
３
石

　
１　
１
潔

銀
７

銭

丈
丈
貫
Ｏ

厘

２
■
分
一

丈
　
厘

貫
岐
洲

文貫蛎文
ｏ
０６頁

一
２
一
－
一
丈

一
〇
〇

一
８貫

１
３

　
厘
．

丈
　
６
■

。
・
替
７
分

鄭
分
－
匁
一

　
厘
　
－
　
分
　
２
　
匁

　
６
１
　
７
畏
貫
金
１

文
銭
一
　
■丈

四
一
。
貫
銭

　
ユ 嵩
一
丁
烹

　
　
　
銀
一
貫
銭
銀

　
　
　
代
一
加
　
代

両
匁

２
銀
８
０

１
代
７

　
厘
）

　
３
替

－
分
匁

匁
６
０

３
２
１
石

鄭
米

銀
８
（

丈貫２丈
ｏ
０８

２
２
６
一
貫

８
匁
７
一
２

　
９
一

銭

棉
賊一

８
…■

代年

年
日
在

８
末
化
月

文
１
２
現

年
巨
在

９
末
化
月

文
１
２
現

６
１
３

３
匁
３

　
９
銭
銀
一

　
代
．

　
厘

文
　
８

０
　
分

酬
濃
、

年
日
在

１
０
末

化
月

文
１
２
現

年
日
在

ｕ
末
化
月

文
１
２
現



け
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
即
ち
「
棚
卸
勘
定
覚
」
に
よ
る
と
前
頁
一
覧
表
の
如
く
で
あ

る
。　

右
表
か
ら
考
察
す
る
に
、
当
時
、
色
六
の
変
に
逢
う
て
身
代

を
潰
し
、
妻
子
を
売
る
も
の
、
或
は
家
屋
敷
は
勿
論
家
督
ま
で

も
売
り
払
わ
ね
ば
生
き
て
行
く
こ
と
の
出
来
な
い
困
窮
百
姓
、

憐
れ
な
小
氏
の
多
い
中
に
、
油
屋
弥
兵
衛
は
現
在
の
貨
幣
価
値

で
い
う
な
ら
ば
、
何
百
万
円
と
い
う
現
金
を
所
持
し
、
こ
れ
を

自
由
に
動
か
し
、
多
方
面
に
投
資
し
て
、
巨
額
の
富
を
作
り
上

げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
小
判
す
ら
見
た
こ
と
も
な
い
百
姓
が
多

い
郷
村
で
、
こ
れ
だ
け
の
貨
幣
資
本
を
も
っ
て
活
躍
し
て
い
た

彼
の
勢
力
と
い
う
も
の
は
実
に
た
い
し
た
も
の
で
あ
っ
た
に
相

違
な
い
ら
か
○
武
元
立
平
が
「
勧
農
策
」
に
お
い
て
〕
豪
商
の

者
と
申
は
十
ケ
村
に
一
人
か
二
入
に
て
御
庫
候
。
叉
借
銀
も
不

仕
、
身
上
程
友
に
渡
世
仕
侯
も
の
百
家
の
村
に
十
人
に
は
過
不

申
候
。
残
る
九
十
人
は
皆
困
窮
の
小
民
に
て
御
座
候
」
と
述
べ
、

農
村
の
貧
富
の
甚
だ
し
く
な
っ
た
こ
と
を
訴
え
て
い
る
が
、
全

く
彼
の
い
っ
た
通
り
で
、
油
屋
弥
兵
衛
は
近
郷
困
窮
小
氏
の
上

に
吸
著
し
、
君
臨
し
て
い
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

　
更
に
彼
の
総
資
産
に
つ
い
て
は
知
る
事
が
出
来
な
い
が
、
貸

付
金
、
商
品
、
及
び
現
金
の
合
計
額
は
凡
そ
次
の
如
く
で
あ
る
。

肯

余
一
鳩

奪
諜

苗

討
轟
蟄
距
講
薗

艶
紗

講
菌

諜

カ

卑

．
酬
壌
蛉
細
、
け
海
・
。
。
鯛
薗
．
一
心
べ
域
。
・
、
雛
濠
一
尋
お
署
＄
一
、
。
域
。
、
軸
轟

護
帯
び
・
。
湾
。
べ
鞭
轟
一
。
、
属
。
、
雛
町
、
、
海
。
べ
弊
圃
、
心
。
海
よ
ザ
一

Ｗ
〔
き
℃
“
１
Ｈ
Ｎ
　
一
（
ご
■
崩
ト
Ｏ
○
○
倉
　
　
　
　
一
〇
０
０
海
○
べ
｛
膏
　
　
　
　
一
Ｎ
Ｏ
坤
］
一
〇
◎
膏
　
　
　
　
　
］
■
］
■
べ
海
り
べ
ｑ
膏

泣
耕
四
誰
計
一
　
　
◎
ｏ
串
◎
・
圃
一
　
　
心
申
ｏ
圃
一
　
　
り
串
Ｎ
圃
一
　
　
｛
ご
圃

滅
亨
日
齢
洪
ｅ
禽
一

耕
　
　
洪
　
　
診

Ｈ
Ｏ
ｏ
び
肖
Ｎ
申

脇
望

鰯
重

議
　
　
　
曲

８
聖
Ｎ
書
＄
蘇
柵
繍
刊
幕

心
域
旨
Ｏ
膏
　
　
二
尉
畑
ａ
◎
宵

　
　
｛
膏
－
圃
一
　
　
　
〇
〇
串
り
圃
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崖
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Ｈ
旨
海
べ
○
ｏ
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萎
簑
マ
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曇
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暴
糞
二
禁
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畠
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一
卵
一
繁
嚢
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さ
れ
て
い
っ
た
広
大
な
土
地
財
産
、
或
は
家
・
屋
敷
、
家
具
什

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
（
三
〇
九
）

、
庫
中
、
べ
評
。
・
、
、
、
。
畑
。
舳
雛
圃

料
ま
Ｈ
◎
へ
１
Ｈ
心

泣
升
珂
装
討
一

一
ｗ
ｍ
、
■
肯
－
Ｎ

泣
祈
回
灘
計

右
表
に
よ
っ
て
、
油
屋
弥
兵
衛
の
資
産
は
、
毎
年
集
中
兼
併

　
封
建
体
制
崩
壊
に
１
関
す
る
一
考
察
（
足
立
）

沖
ヨ
ｓ
耳
汁
母

汁
誉
津
廉
淳
享

渕
融
・
測
畑
・
今
了

鶉
姫
頁
－
富
吟

ヒ
（
（
・
洋
（
ぷ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
享
一
・
　
’
、
撃
、
、
・

　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
巻
・
第
三
号
）

器
等
の
資
産
を
除
い
て
も
、
尚
、
天
明
三
年
の
五
十
貫
三
互
二

十
六
匁
五
分
（
今
目
の
六
百
三
十
五
万
円
以
上
）
か
ら
約
二
十
年
後

の
文
化
十
一
年
の
末
に
は
約
二
干
三
百
万
円
以
上
に
相
当
す
る

百
十
六
貫
八
十
七
匁
五
分
三
厘
と
約
三
倍
に
余
る
飛
躍
的
な
資

産
の
激
増
を
示
し
て
お
り
、
如
何
に
彼
が
非
凡
で
然
も
堅
実
な

商
業
経
営
を
な
し
た
か
を
考
察
し
得
る
と
同
時
に
、
そ
の
事
が

近
郷
農
民
層
の
間
に
如
何
に
甚
し
く
貧
富
の
懸
隔
を
生
苦
し
め

た
か
、
彼
の
商
業
・
高
利
貸
資
本
を
中
心
と
す
る
財
力
の
前
に
、

如
何
に
封
建
的
農
村
体
制
、
封
建
的
経
済
外
隷
属
関
係
が
動
揺

し
、
解
体
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
を
推
察
す
る
事
が
出
来
る
の
で
あ

る
。

む
　
す

び

　
以
上
「
油
屋
弥
兵
衛
」
を
実
例
と
し
て
畿
内
在
郷
商
人
の
存

在
形
態
と
、
そ
の
在
郷
商
人
が
慕
藩
体
制
崩
壊
に
及
ぽ
し
た
影

響
に
つ
い
て
考
察
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
実
証
に
も
と

ず
い
て
次
の
こ
と
が
結
論
ず
け
ら
れ
る
一
か
っ
て
は
無
用
○
階

級
と
考
え
、
最
も
軽
蔑
さ
れ
て
い
た
商
人
階
級
、
殊
に
在
郷
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
三
一
〇
）

人
が
、
商
品
・
貨
幣
経
済
及
び
早
期
資
本
の
農
村
浸
蝕
に
つ
れ
、

次
第
に
経
済
的
実
力
を
備
え
、
遂
に
は
武
士
階
級
、
小
領
主
層

存
在
の
た
め
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
有
用
階
級
と
し
て
隠
然
た

る
勢
力
を
も
っ
に
至
っ
た
こ
と
。
封
建
社
会
の
支
配
者
た
る
べ

き
、
領
主
も
武
士
も
、
そ
の
経
済
的
実
力
の
前
に
屈
せ
ざ
る
を

得
ず
、
封
建
社
会
に
お
け
る
鉄
則
と
も
い
う
べ
き
身
分
制
度
は

破
ら
れ
、
封
建
的
経
済
外
強
制
に
よ
る
従
属
関
係
は
、
単
に
都

市
に
お
け
る
商
人
の
み
で
な
く
、
在
郷
商
人
の
手
に
よ
っ
て
も
、

そ
の
土
台
を
ゆ
す
ぶ
ら
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
。
か
く
て
「
塵
塚

談
」
に

　
「
武
家
は
人
を
治
め
、
商
人
は
治
め
ら
る
る
法
な
る
に
、
今

　
は
町
人
が
人
を
治
る
世
の
ご
と
し
」

と
い
っ
て
い
る
が
、
ま
こ
と
に
武
士
及
び
領
主
階
級
は
表
面
の

地
位
の
み
高
く
し
て
実
力
こ
れ
に
伴
わ
ず
、
支
配
階
級
者
と
し

て
の
権
力
は
次
第
に
経
済
的
勢
力
を
把
握
し
た
商
人
の
手
に
墜

ち
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
慕
藩
体
制
解
体
へ
の
動
揺
は
最
早

い
か
ん
と
も
な
し
得
な
か
っ
“
／
こ
の
で
あ
る
し
更
に
今
一
つ
の
緕

論
は
在
郷
商
人
の
幕
藩
体
制
解
体
へ
の
影
響
力
を
ば
封
建
杜
会



の
基
盤
と
し
て
の
農
村
及
び
隷
農
体
制
の
廃
滅
に
見
出
す
の
で

あ
る
、
即
ち
佐
藤
信
測
が
「
農
政
本
論
」
に
お
い
て
「
下
賎
の

者
を
富
す
と
き
は
貧
乏
百
姓
の
産
業
を
香
併
し
て
、
貧
の
上
に

叉
貧
を
重
ね
、
終
に
は
流
氏
と
な
っ
て
郷
里
を
離
散
せ
し
む
、

故
に
戸
口
滅
少
し
、
田
畑
の
荒
蕪
す
る
は
、
大
半
債
主
の
致
す

処
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
畿
内
在
郷
商
人
と
し
て
の
「
油

屋
弥
兵
衛
」
は
、
そ
の
趨
藩
的
、
反
封
鎖
的
商
業
経
営
に
よ
り
、

蓄
積
せ
る
商
業
、
高
利
貸
資
本
を
も
っ
て
、
零
細
農
氏
の
上
に

吸
著
し
、
封
建
杜
会
の
基
底
た
る
べ
き
隷
農
制
度
を
、
仮
令
近

郷
に
せ
よ
こ
れ
を
潰
減
せ
し
め
、
封
建
的
農
村
体
制
を
分
解
し
、

も
っ
て
近
代
杜
会
誕
生
へ
の
契
機
た
る
べ
き
明
治
維
新
を
必
然

的
に
招
来
せ
し
め
る
一
端
を
担
っ
て
い
る
と
言
い
得
る
の
で
み

る
。

一
爺
硝
硝
汽
年
度
文
薯
科
学
研
究
助
成
補
助
金
に
よ
一

封
建
体
制
崩
壊
に
関
す
る
一
考
察
（
屋
立
）

五
七
（
三
一
一
）


